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序

　福岡市は玄界灘を挟んで大陸と接し，古より対外交渉の門戸として栄えて参りました。このため市内に

は稲作農耕の始まりを示す板付遺跡や古代の迎賓館である大宰府鴻臚館など貴重な遺跡が残されています。

福岡市ではこうした文化財の保護と活用を進めているところです。近年アジアの玄関として福岡市の役割

が高まっています。市内の開発も都市部から周辺の農村部まで広く行われています。

　本書は金武地区農村振興総合整備統合補助事業に伴う浦江遺跡第５次調査の報告です。調査では吉武熊

山古墳に次ぎ市内２例目となる装飾古墳の発見がありました。あわせて縄文時代から中世に至る多くの成

果も得ることが出来ました。

　幸い地元の皆さまのご理解をいただき，装飾古墳は保存することが出来ました。

　本書が文化財保護の一助となり，地域の歴史資料として，また学術資料として活用頂ければ幸いです。

　最後となりましたが，発掘調査や装飾古墳保存に際しまして，吉武金武土地改良区ならびに，地元の皆

さまをはじめとする関係諸機関，関係各位のご理解とご協力に厚くお礼を申し上げます。

　平成１６年３月３１日

 福岡市教育委員会　　　　　

 教育長　　生田　征生　　



例　言
１�本書は金武地区農村振興総合整備統合補助事業に伴い
２００２年１月から１２月に行われた浦江遺跡第５次調査の第
１回目の報告であり，３区と５・６ a区を掲載する。調
査内容が膨大で多岐に及ぶために整理作業が終了した部
分から随時報告するものである。

２�浦江遺跡群は遺跡略号を URAとし，今回の調査が第
５次調査となるため略号を URA５とする。なお３・５
区で発見された古墳群は報告中で「浦江古墳群」と仮称
する場合があるが，混乱を招くために収蔵整理において
別に遺跡略号は付けない。

３�本書の執筆は各担当者が行い，分担は目次に記した。
記名のない部分は吉留秀敏による。

４�本書に掲載した遺構実測は調査担当以外にが行った。
また遺物実測は調査担当以外に遠部慎，名取さつき，矢
野幸子，宮元香織，西山めぐみ，下原幸裕が行った。

５�本書の編集は吉留秀敏が行った。
６�本書に掲載した遺物，記録類は福岡市埋蔵文化財セン
ターに収蔵される。
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１．遺跡の位置と過去の調査

　浦江遺跡は福岡市西部の早良平野の南端部に位置する。早良平野は背振山地に端を発し博多湾に注ぐ室

見川が中央を北流し，その流域に広がる幅６ km，奥行き８ kmの三角形状の小平野である。東側は油山

から派生し野芥，飯倉に延びる低平な丘陵が連なり，西側には飯盛山，西山などの小山塊が峻立する。こ

の西側の山塊の裾部には平野に向かって複数の扇状地が展開する。室見川はこうした扇状地の扇端部を浸

食し，小規模な段丘面が数面形成している。また山塊から室見川に注ぐ小河川は扇状地を樹枝状に浸食し

小規模の谷地が多数形成されている。このように遺跡は複合扇状地と浸食谷，そして段丘面という複雑な

地形上に立地している。浦江遺跡は西山北東麓に位置し，独立した小規模な扇状地上に展開する。

　浦江遺跡と同じ早良平野西部の遺跡としては北側に城田遺跡，吉武遺跡，羽根戸遺跡，野方遺跡などの

弥生時代～古墳時代の拠点集落がある。その周辺には小規模な集落・墳墓遺跡が多数分布している。また
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Fig. １　周辺の主な遺跡（破線は古墳群）

１�浦江遺跡 ２�城田遺跡
３�乙石遺跡 ４�吉武遺跡
５�羽根戸遺跡 ６�野方遺跡
７�拾六町遺跡 ８�長峰・松木田遺跡
９�東入部遺跡 １０�岩本遺跡
１１�四箇遺跡 １２�田村遺跡
１３�野芥遺跡 １４�有田遺跡
１５�原遺跡 １６�藤崎遺跡
１７�西新町遺跡 １８�田島遺跡
１９�神松寺・片江遺跡　２０�長尾遺跡



古墳時代にはこの段丘上～山麓部に古墳造営がさかんとなる。先駆的な宮ノ前遺跡C地点の墳丘墓，前半

期の前方後円墳である羽根戸南古墳群 G２，G３号墳や大型円墳の樋渡古墳などが造られる。後半期には

飯盛山山麓に展開する羽根戸古墳群や金武古墳群などが早良平野において最大の群集墳地帯となる。

　浦江遺跡はこれまでに福岡市教育委員会による４次の発掘調査が行われている。１次調査は１９８４年，２

次調査は１９９１年１月に遺跡内西側で行われ，古墳時代後期の住居跡などが検出された（市報１６５・４２２集）。

３次調査は１９９１年１１月に遺跡内東側の段丘縁部で行われ，弥生時代中期の甕棺２基が発見された（年報

Vol．６）。４次調査は１９９５年１１月～１２月，１９９６年６月～１１月に遺跡内南西端で行われた（市報６１４集）。縄

文時代の落とし穴群，後期古墳１基，古代の建物群，製鉄遺構，中世の建物などが検出された。このよう

に浦江遺跡では今回の調査以前に縄文時代から中世に及ぶ集落や墳墓，生産遺跡の存在が予測された。

２．調査の概要
１）調査に至る経過

　平成１０（１９９８）年に福岡市農林水産局より教育委員会埋蔵文化財課に対し，西区金武地区における集落基

盤整備事業の実施に関わり当該地域の埋蔵文化財の確認について事前の問い合わせがあった。これを受け

て埋蔵文化財課では平成１１年以降，対象地の既調査記録の検討と現地踏査を行い，遺跡の確認を行った。

平成１１（１９９９）年２月１５日～３月２４日に平成１４年度対象地である浦江遺跡内大塚地区の試掘調査を実施した。

平成１２，１３年度に当初対象地となった１３，１４年度ほ場整備部分の試掘調査を行った。その結果，平成１３年

度対象地（旧柳遺跡）では遺構は存在しなかったが，平成１４年度対象地（浦江遺跡）ではほぼ全域に濃密

な遺跡の存在が確かめられた。この結果を受けて両者は幾度かの協議を行い，遺存する埋蔵文化財の保護

についての対策案について検討を行った。しかし，当該地が扇状地上の斜面であり，広い水田面造成のた

め大規模な造成工事の実施が必要となり，遺跡への影響を避けることが困難であった。全体として盛り土

量を増やし保存範囲を増やすこととなったが，なお工事による影響を免れない範囲については発掘調査を

実施し，記録保存を図ることとなった。

　平成１３年度から新規５カ年国庫補助事業として金武地区農村振興総合整備統合補助事業が着手されたこ

とを受け，埋蔵文化財課では同年度１月から浦江遺跡の一部発掘調査を開始した。平成１４年度は引き続き

浦江遺跡の発掘調査を進めた。

２）調査組織
　調査主体　福岡市教育委員会

　　　教 育 長 生田征生 文化財部長 堺　　徹

　調査庶務　文化財整備課

　　　文化財整備課長 平原義行 管理係長 市坪敏郎 管 理 係 後藤泰子

　調査担当　埋蔵文化財課

　　　課　　長 山崎純男 調査第１係長 力武卓治

　　　主　　査　（平成１３年度）　米倉秀紀　常松幹雄　久住猛雄　蔵富士寛

　　　　　　　　（平成１４年度）　杉山富雄　吉留秀敏　池田祐司　蔵富士寛　阿部泰之　赤坂　亨

　浦江遺跡５次調査・整理協力者（アイウ順）

伊崎俊秋　石丸洋　石山勲　上杉彰紀　小田富士雄　蒲原宏行　小池史哲　甲元眞之　小松譲

杉井健　鈴木正博　高木恭二　武末純一　生田目和利　西谷正　禰宜田佳男　林潤也　深野信之

藤山隆造　松木茂　村上昇　渡邉正氣
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３）調査経過
　平成１４年度事業対象地は浦江遺跡を主とする約１３haの範囲であった。ほぼ全域が水田であり，一部に

畑地，道路，水路などがあった。事業は単年度で年度内に発掘調査と造成工事を完了する必要があった。

　発掘調査は遺跡の存在する範囲で道路や用排水路などの構造物の範囲や，造成工事により遺構面が削平

されたり，大規模な盛り土により遺跡保存に影響を与える範囲に限定した。それでも調査対象地区は２４地

区，面積は全体で３７，０００㎡を上回る規模となり，単年度の調査としては極めて困難な事業内容であった。

そのため調査は造成工事の工程に合わせ，西側から段階的に進め，年度後半期は工事と同時並行に行い調

査終了させる方式をとった。調査は複数の担当職員を数地点の調査区に配置し，同時に進行した。

　調査進行にあたって，期間中は地権者を含む土地改良区，福岡市農業水産局，教育委員会の三者による

月１回の定例会議を開催し，事業遂行過程で発生した問題に対応することとした。

　調査の進行初期に１区から周溝と墳丘を有する甕棺墓群が発見された。この甕棺群は１９９１年の３次調査

で確認され，存在が予測されていたものであったが，墳丘墓を構成することは新たな発見となった。この

調査については重要性からも本体調査と切り離し，別途重要遺跡確認調査として調査を進める事となった。

また３区で発見された古墳群のうち最大規模の１号墳石室奥壁に装飾壁画が発見された。装飾古墳として

は本遺跡の北西約７００mにある金武熊ノ山古墳群７号墳（福岡市指定史跡）に次ぎ市内２例目の発見で

あった。このため福岡市教育委員会では記者発表と市民への公開を目的に現地説明会を実施した。２００２年

８月２日に実施した現地説明会には２５０名以上の見学者があった。また地権者や土地改良区並びに工事施

行担当部局・業者を交えて保存協議を開始した。なおこの１号墳は本体調査と切り離し，別途重要遺跡確

認調査として調査を行った。また保存協議の結果，当面盛り土保存することとなり，測量と盛り土工事を

実施して保存に対応した。調査は厳寒の中，重層遺跡となった３区古墳群下の弥生時代，縄文時代包含層

の調査を最後とし，平成１４（２００２）年１２月３０日に全てを終了した。

４）調査の概要
　浦江遺跡は北側を流れる龍谷川により形成された扇状地上に立地する。南西端を扇頂部とし北から東側

に扇状地形が広がる。東側が扇端部でありかつ室見川との段丘面となり，比高差１０mの段丘崖をなしてい

る。扇央部は平坦でなく，浅い谷状地形が扇頂部から数条放射状に認められる。これは更新世中～後期に

形成された古段階の扇状地がその後侵食を受け形成されたものであり，更新世末から完新世初期の最終扇

状地形成時までに，完全な埋没を免れた部分が現地表面に残されたものである。また扇状地形成において

基盤となった花崗岩の残丘頂部が扇央部に突出している部分がある。これは３区１号墳東側と１３区にあり，

前者は古墳の墳丘造営時に取り込まれる。後者は地元で大塚と呼ばれていたが古墳ではない。

　調査内容の概要は表１に示した。時代ごとに概要を示すと以下のようになる。

　旧石器時代は８，１２区に台形石器や細石刃石器群が出土した。両地区は遺跡内でも南側にあたり，新期

の扇状堆積物による侵食や被覆がない。縄文時代は３，６，２４区にあり，縄文時代早期の貯蔵穴，集石炉

と共に土器・石器類が出土し，他に後期～晩期の土器・石器類が少量出土した。弥生時代は中期中頃まで

扇端部の１，２４区に集落や墳墓があり，中期後半～末になると扇頂部に近い３，６区に集落が移る。この

時期に扇央部の２区に灌漑水路が掘削されている。古墳時代は３，５区に後期群集墳がある。調査は合計

１４基であり，古墳は未調査範囲にも展開する。古代は扇端部の１７，１９区で大型建物が，８，２０区では建物

と灌漑水路が検出された。前者は規模や配置から何らかの官衙施設とみられた。中世は１～３，１２，１３， 

１５，１８，２３，２４区で建物や溝，井戸，穴倉，鍛冶などの遺構が検出された。その中で１３区は大塚と呼ばれ

た丘を壇状に造成して居館が設けられている。中世浦江集落の中心的施設であったと推定される。
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Fig. ２　浦江遺跡５次調査全体図（１/４，０００）　アミ部は本報告書掲載部分

表１．浦江遺跡第５次調査地区別発掘調査一覧

担当者主要検出遺構・遺物調査期間調査面積（㎡）区

常松・吉留・蔵富士・阿部弥生集落・墳丘墓（甕棺群）・中世他０２．０１－０８６，４７２１

米倉・久住弥生大溝・中世集落０２．０１－０７３，１０９２

蔵富士・赤坂・吉留縄文包含層・弥生集落・古墳１１基（装飾古墳１基）・中世建物他０２．０１－１２５，３１１３

吉留柱穴０２．０５５３０４

吉留弥生集落・古墳３基０２．０５－０７１，１７３５

吉留縄文貯蔵穴・弥生集落・中世０２．０５－０８８０９６

吉留弥生溝・弥生集落０２．０５－０８１，４６０７

池田古代溝・中世建物０２．０５－０８１，１１２８

吉留遺物散布のみ０２．０７２８０９

吉留遺物散布のみ０２．０７２００１０

池田柱穴０２．０７３０１１１

池田旧石器・弥生集落・中世０２．０８－１０３，２９５１２

蔵富士中世居館・穴蔵・墓地０２．０９－１１３，７３１１３

蔵富士中世０２．０９－１１６１４１４

阿部中世集落・井戸・鉄滓０２．１０－１１９６４１５

蔵富士弥生集落０２．１０－１２４８０１６

蔵富士弥生集落・古代建物０２．１０－１２１，１３３１７

阿部中世集落０２．１０－１２１３８１８

阿部弥生集落・古代建物０２．１０－１２１，０４５１９

吉留弥生溝・古代・中世０２．１０－１２６４３２０

吉留弥生住居・中世０２．１０－１２１，６８７２１

吉留弥生集落・中世０２．１０－１２１，２８４２２

吉留中世集落・鍛冶遺構０２．１１－１２１，２３２２３

杉山縄文集石炉・弥生集落・中世０２．１１－１２６００２４



３．調査報告
１）金武柳地区試掘調査報告

　１．はじめに

　当事業の初年度（平成１３年度）は，事業地内南西部の柳地区約２．０haで，同地内には金武柳遺跡があり，

地内全域を対象に平成１３年５月９日から５月１６日まで試掘調査を実施した。

　２．立地

　柳地区は竜谷川南岸の河岸段丘状の様相を呈し，全体が西から東に傾斜する急な斜面を成している。地

内西端と東端は２０m以上の標高差がある。隣接する田の標高差は５０cmから１m以上あり，棚田状の景観

を成している。金武柳遺跡は，舌状に張り出した地点にある小さな範囲の遺跡である。

　３．調査の概要

　試掘トレンチは１９本入れた。土層は地点によって異なるが，大まかな基本土層は，耕作土の下に橙色系

の粘質土，その下に粘質土もしくは粗砂層で，５０cm以上の大礫が混じっている。谷底近くでは礫層の上

に砂や砂質層が厚く堆積している。地内東端近くの道路近くではローム層を確認した。以上の状況から，

地内は上方から堆積した土で形成され，遺構は金武柳遺跡内も含めて確認できなかった。

　出土遺物は近世以降の陶器数点の他，スクレーパーが１点出土した。このスクレーパーはトレンチ１８の

客土層からの出土で，この客土は地元の人の話では，南側の丘陵の土であることから，道路を挟んだ南側

に該期の遺跡があるものと思われる。

　１はサヌカイト製のスクレーパーで，長さ

６．１cm，幅７．１cm，厚さ１．２cmを測る。数カ所に

新しい大きな剥離がある。基部には自然面を残し，

本来３側縁を加工しているものと思われる。基部

には抉り状の剥離があり，欠失している側に同様

の抉りがあったならば，石匙に近い形態となる。

縄文時代草創期・早期に所産と思われる。
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浦江 

Fig. ３　柳遺跡の位置と地形（１/６，０００）

0 3㎝ 

Fig. ４　柳遺跡出土石器（１/１）



２）３区の調査
　１．調査概要

　西から東に向かってなだらかに傾斜する扇状地である。標高は４６．３m～４９．３mであり東西の比高差は約

３mである。黒色土が地山であるが一部に風化した花崗岩脈が露出している。

　調査以前は水田として用いられており，傾斜する地形に合わせて段を設け棚田としていた。３区はこの

棚田化の影響で地区がSO０８東側とSO０１東側を結ぶ線で大きく上段と下段に分けられている。調査着手以

前は，特に東端の下段は上段との比高差が大きく，削平により遺構は残っていないと思われた。しかし竪

穴式住居が上段からの落ち際に残っているなど遺構の遺存状態は良好で，この地形改変が近世以前に遡る
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Fig. ５　３区全体図（１/６００）



可能性があることをうかがわせた。

　同様に上段も遺構の遺存状況がよく，天井石を飛ばされた形で１０基の横穴式石室が検出された。その中

でもSO０１は装飾古墳であり福岡市では２例目の貴重な発見となった。なおこのSO０１は協議の結果保存さ

れる事になり，現在は埋め戻して保存されている。

　調査の結果，縄文時代の土器出土地点，弥生時代の竪穴式住居１６軒，土坑１３７基，溝５条，円墳１０基

（石室あり９基），掘立柱建物７軒，ピット多数を検出した。

　２．遺構と遺物

　　�弥生時代

　　　ａ．竪穴式住居

SC２３（Fig. ６）

　調査区の西側に位置し，SO０３の石室により北側の隅が切られている。標高は床面で約４９．００mである。

SB１７５の柱穴によって南西隅と北東隅を切られている。住居址内の壁に沿って深さ５ cm幅２０cmの溝をめ

ぐらせている。平面形は円形を呈し東西７m南北７mを測る。深さは３０cmである。主柱穴は５本であり，

その他に柱穴がないことから建替は行われていないものと考えられる。

　遺物は砥石（Fig. ６－１）が床面北東柱穴付近から検出された。弥生土器小片が出土している。

SC４７（Fig. ７）

　調査区の西側に位置し，SO０３の周溝により北側の隅が切られている。標高は床面で約４８．４mである。

住居の平面形は方形であり，南北８．９m，東西４．４mを測る。深さは４０cmである。北東辺は幅４０cm，高５

cmのベッド状遺構になっている。柱穴とみられるピットは１基のみである。東辺壁際に１．６m×１mの

不定楕円形土坑がある。住居中央部に炭化物が集中して検出された。壁際土坑内の土器は土坑下半に集中

し花崗岩礫と共に，あるいはつぶされるように下部から出土した。土坑内遺物は本住居址機能時～廃棄時

に投棄されたものと推定される。これに対し住居址内の中・上位より出土した遺物は本住居址廃棄後しば
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Fig. ６　竪穴式住居 SC２３（１/６０）・出土遺物（１/４）



らくした後に投棄されたものと推定される。

　土器は住居址内の中・上位より壺（Fig. ８－１），甕（２～８），高杯（９），器台（１０・１１）が，壁際

土坑内より壺（１２）甕（１３～１５），がそれぞれ出土している。両者はどちらも須玖Ⅱ式の範疇であり，土

器からは時期差は認めにくい。本住居址は機能時から覆土流入時までが短期間であったようだ。石器は出

土していないが壁際土坑内より花崗岩礫が，床面より台石が出土している。

SC８０（Fig. ９）

　調査区の北端に位置し，水田の段によって住居址北側，SO０８周溝により北西～北側，SO０８石室により

東側がそれぞれ切られている。両住居址は切り合い関係より SC８０→ SC８１の順に築造されたといえる。

　平面形は円形を呈し，南北７．２m以上，東西７．５mを測る。中央に１８５cm×１１５cmの不定楕円形の土坑が

ある。主柱穴は７本であり，１回以上は建て替えが行われている。北側の４本の主柱位置は大きく変更せ

ず，南側の３本の主柱を東側に約０．８m拡大した円周位置に変更している。また中央土坑周辺では上面が

被熱した台石が北側から，炭化物が南側より検出されている。

　遺物は石斧（Fig. １０－１・２），砥石（３）石剣（４），が出土した。土器は器台（５）などの小片があ

る程度出土したが図化できるものはなかった。朱彩された土器片が散見され弥生時代中期の土器と考えら

れる。

SC８１（Fig. ９）

　SC８０の北東を切り，SO０８周溝と弥生時代の溝 SD６４に北側を切られている。平面形は方形を呈し南北

２．６m以上，東西４．０mを測る。住居址内のピットは SC８０の柱穴と推定され，本住居址に伴うものは確認

できなかった。遺物は甕底部（Fig. １０－６）など弥生土器片が少量出土している。
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SC１２４（Fig. １１）

　調査区の東端である下段に位置していて，標高は床面で約４６．２mである。SC１２５の南側を切っており，

SC１２５→ SC１２４の順に構築されている。当初は削平されていると考えられていた上段からの段落ち部付近

でこの住居址が検出されたことは，３区における上段・下段の形成が弥生時代・古墳時代にまで遡る可能

性があることを示唆させるものである。平面形は円形であり，床面は上下２層に分かれている。住居構築

時は下面を床としていたが，建替え時に柱材の抜き穴を埋めるとともに盛り土して床面を５～１０cm上げ

て，上面の床を作り上げている。また同時に住居址も外側へ５０cm前後拡張している。そのため下面の床
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Fig. ９　竪穴式住居 SC８０・８１（１/６０）



は南北５．７m東西６．４m，上面の床は南北６．５m東西７．４mの円形を呈する。上面で検出された柱穴から上面

での主柱穴は５本であり，柱穴はほぼ正五角形を呈する。上面では柱穴の検出数が少なく，大きな柱位置

の変更は無かったようである。下面の柱穴は多く判別しがたいが，主柱穴は５本であり，柱穴は不定五角

形を呈すると推定した。柱穴の五角形は上面に比べて柱間が長く，中心も北側に寄っている。下面の柱穴

は北側の１基を除きほぼ３つ以上は周囲に存在する事から，柱の建替えが少なくとも３回以上行われたよ

うである。このため新たに柱穴を作る余地が無く，下面の床における建替えが限界にきたため床を作り直

すとともに拡張して新たに住居址を作り直したものと考える。中央には１５０cm×７０cmと１３０cm×８０cmの

２つの楕円形土坑があり，柱穴との関係から前者が上面，後者が下面に伴うものと推定される。上面では

楕円形土坑の北側と南側に焼土塊が見られ，土坑の周囲には炭化物混じりの黒色土が広がっている。また

上面における柱穴の五角形の外側，北東約３０cmの地点に，暗青灰の還元色を呈する炉壁が焼土に混じっ

て検出されている。下面では焼土および炭化物の集中は検出されなかった。遺物は甕底部（Fig. １０－７）

を図示したが，図化できない小片が多く出土している。弥生時代中期の範疇である。

SC１２５（Fig. １１）

　調査区の東端である下段に位置していて，標高は床面で約４６．５mである。SC１２４によって南東隅を切ら

れている。平面形は方形であり，東西５．０m南北４．１mを測る。深さは１０～１５cmである。中央に円形の土

坑が２基，北東と南西に１基ずつピットが存在する。焼土等は検出されなかった。

　遺物は弥生土器の小片が少量出土している。

　　　ｂ．土坑

　弥生時代の土坑は３区全体から検出されているが，特に SO０１周辺と SO０７と SO１５の間に多く分布して

いる。１号墳の北－東－南にかけては花崗岩の風化した岩脈に円形で径１～数mの貯蔵穴と思われる土

坑が３０基ほど見つかっている。この付近には古代～中世にかけての土坑も検出されており，その後も継続

して用いられるようである。花崗岩質の地盤が貯蔵穴に適しているためであろうか。また，SO０７～１５の間

の土坑は１辺２m前後の長方形で深さ５０cm前後であり，５基検出されている。住居址には小さく，焼土・

炭化物も検出されておらず，遺物も少ないためその性格は不明である。残存状況の良好な SO０１・０３・１５

墳丘下や下段からも弥生時代の土坑が検出されている。

　SO０１西側の SO０３との間には長軸１．５～２．０m×短軸０．５m前後の楕円形で，深さが０．５mで床面が平らな

土坑が多数検出されている（Fig. ５）。ここでは代表的なものだけを図示した（Fig. １２）。SK１８のような

長軸が N－５０°－ E前後の一群と，SK８４のような長軸が N－３５°－W前後の一群との２群に大きく分

けられ，一定の規格の基に作られたことがうかがえる。いずれも図化できる遺物はなく，弥生土器の小片

が出土したのみである。ほぼ人間一人を伸展葬にできる形状であることとその規格性から土坑墓と推定さ

れるが，それを裏付けるような人骨・副葬品などの出土はなかった。以下に図示した土坑の長軸方位と大
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Fig. １１　竪穴式住居 SC１２４・１２５（１/６０）
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きさを表にまとめた。
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Fig. １２　SK１８・１９・８２・８３・８４・８５・８７・８８・８９・９８・１００・１０１・１０３・１０４（１/６０）

長×短×深（cm）長軸方向土坑№長×短×深（cm）長軸方向土坑№

２１８×１４６×２３Ｎ－５８°－ＥSK８８２１０×９２×４０Ｎ－４９°－ＥSK１８

１６８×８６×３２Ｎ－４７°－ＥSK８９２１０×９２×５３Ｎ－５９°－ＷSK１９

１９０×１２０×１６Ｎ－３３°－ＥSK９８１５４×５６×３２Ｎ－２５°－ＷSK８２

１５０×９２×２２Ｎ－３５°－ＥSK１００２３８×９０－１４０×２６Ｎ－４９°－ＥSK８３

１１０×６４×５６Ｎ－１４°－ＥSK１０１２１４×７７×２６Ｎ－３６°－ＷSK８４

１４６×６０×２８Ｎ－３４°－ＥSK１０３１９０×６０×３８Ｎ－３６°－ＷSK８５

１４４×７８×５０Ｎ－５５°－ＷSK１０４２０４×８０×１１Ｎ－７３°－ＷSK８７



　　　ｃ．掘立柱建物

　SO０３墳丘内から１棟，下段から３棟検出された。いずれも図化できる遺物は出土していないため厳密

な時期は不明である。しかし弥生土器の小片が出土していることから弥生時代の掘立柱建物の可能性があ

りここでとりあげた。

SB１２１（Fig. １３）

　３区の下段に SC１２４を切る形で存在している。北東の短辺の真ん中の柱穴が検出されていないが２間×

４間の大型の掘立柱建物である。桁行方位はN－５２°－Eであり，ほぼ扇状地形の傾斜方向に沿っている。

柱穴は北東側ほど浅くなっている。また南東に平行に並び SB１２２が切っている柱穴列があり，SB１２１に伴

うものである可能性があるがその性格は不明である。柱穴内より砥石（Fig. １３－１）が出土している。
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Fig. １３　掘立柱建物 SB１２１・１２２（１/８０）・SB１２１出土遺物（１/４）



SB１２２（Fig. １３）

　ほぼ SB１２１の南東側に隣接している３間×３間の大型の掘立柱

建物である。桁行方位は N－４５°－ Eで，SB１２１の方位とほぼ合

致し，両者は関連ある建物である可能性が高い。重複した柱穴が

あり，柱の建替を行っているようである。柱穴列を切る形で作ら

れているが，これが SB１２１に伴うものであれば，両者の並存がう

かがえながらも SB１２１→ SB１２２の順で構築された可能性がある。

SB１２３（Fig. ５）

　３区下段の東端で検出された。１間×２間以上の掘立柱建物で

桁行方位は N－３５°－Wである。SB１２１・１２２とはやや軸がずれ

両者との関係は不明である。柱穴の掘り込みは浅く残存状況は悪

い。

SB１７５（Fig. １４）

　SO０３墳丘内に弥生時代穴式住居 SC２３を切る形で存在する１間

×２間の掘立柱建物で桁行方位はN－８４°－Eである。柱穴はい

ずれも５０cm以上の深さを測る。周辺には関連する掘立柱建物は

検出されなかった。

　　　ｄ．その他の出土遺物（Fig. １５）

　取り上げられなかった遺構および遺構外出土の弥生時代の石器

と鉄器を示す。Fig. １５－１～９は石包丁，１０は石剣再利用の石斧，

１１～１７は石斧，１８はくぼみ石，１９～２５は砥石，２６は石鎌，２７は磨

石，２８は鉄斧である。なお１５には４箇所，１６には１箇所抉りが

入っている。また，鉄斧は刃部が欠損している。

　またこれらを出土遺構ごとにみると，１が SC５６，２・５・１７・２４・２７が SO０３周溝，３が SK１２８，４が

SO０１石室，６・１６・２１が遺構面，７・１０がピット，９・２２が SO０１周溝，１１が SO０５墳丘下，１２が SO０１東

側掘り下げ区，１３がSK１６５，１４がSD１１９，１５がSO０２石室西側壁の根込石として，１８がSO０６周溝入口付近，

１９・２０が SC８６，２３が SO１５周溝，２５が SO０３周辺，２６が SO０９，２８が SD２８からそれぞれ出土している。
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Fig. １５　その他の出土遺物



　�古墳時代

SO０２

墳丘　長軸方向に長いやや楕円形の墳形を呈する（Fig. １６）。短軸方向で長さ８．５m，玄室の中心が墳丘の

中心にあたると想定すれば，長軸方向では長さ１２m程に復元できるだろう。他時期の遺構が多く切り合っ

ており，石室入口側の墳端は明らかにできなかった。墳丘には深さ３０～４０cm，幅１．５～２m程の周溝が巡

る。周溝南側は崖面となり，その一部が失われ，西側は SO０１周溝との切り合いを持つ。その切り合い関

係は土層観察からも明確にし得なかったが，

遺構検出の段階では SO０１を後出するものと

して判断している。墳丘の大部分は後世の削

平によって失われ，盛土部分は残っていない。

主体部　南東方向（S―５２°― E）に向かっ

て開口する単室構造の横穴式石室である

（Fig. １７）。天井や石室壁体の大部分が失われ，

基底部１段分の石積みを残すのみである。使

用する石材はすべて花崗岩である。玄室は長

さ２．４m，幅１．８mの長方形プランで，玄門部

の立石は内側へわずかな張り出しを持つ。右

袖部の石材は動いているが，梱石をみる限り

玄門幅は５０～６０cm程であろう。玄室に残る
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Fig. １６　SO０２墳丘（１/２００）
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Fig. １７　SO０２主体部（１/６０）



壁体では，左側壁側の石材が扁平石材を縦位に，右側壁

側に残る１石は横位に配するという特徴がある。羨道部

に天井石は存在しないが，壁体の状況より長さは１．４m

程に復元できる。羨道幅は８０cm，そして玄門部と袖石

の途中に梱石を配する。玄室と羨道梱石までの床面には

敷石を施す。やや大形の扁平石と小石を組み合わせてお

り，床数は１面のみである。玄室部分では石敷きの上に

小石がまとまって存在しているが，これは床面の残存で

はなく，屍床の区画を意図したものだろう（後述）。羨

道部では閉塞が一部残存している。閉塞は梱石の外側で

塊石積みにより行う。その為か，羨道部の梱石（第２梱

石）は玄門部のそれ（第１梱石）よりも一段高くなって

いる。尚，残る閉塞石基底面と石室構築面は２０cm程の差があるが（Fig. １８），このことは石室使用時のい

ずれかの段階ではこの部分が石室内に向かって段状に下降していたことを示す。第２梱石はむしろ框状を

呈していたといえよう。

　ここで，石室と墳丘との状況をまとめることにする（Fig. １９）。先にも述べたように墳丘盛土は全く

残っておらず，現存する墳丘はすべて地山の削り出し部分である。石室構築にあたり現状では５０cm程，

ちょうど腰石の上端が隠れるほどの墓坑掘り込みが認められる。上面は削平されているが，本来の深さも

さほど変わりのないものであったと考えて良いだろう。腰石上端のレベルが墳丘―石室構築上の一つの作

業段階となっていた可能性が高い。そして墓坑は玄室―羨道―墓道と進むにつれて浅くなっている。

遺物出土状況　周溝内からと石室内からの出土がある。特に玄室内からは須恵器や鉄製品等，まとまった

量の遺物の出土をみた（Fig. ２０）。石室内出土の遺物はすべて玄室よりの出土である。土器は両袖部と中

央やや右よりの部分という３ヶ所にまとまって検出できた。若干の移動はあるが，ほぼ原位置を保ってい

ると見て良いだろう。これらをA～ C群とする。A群は左袖部より検出した土器の一群で，蓋杯，壷，甕，

平瓶よりなる。B群は右袖部より検出した土器の一群で，杯蓋，壷よりなる。A群とは平瓶が無い点が異

なる。C群は玄室中央部のやや右よりの位置より出土した土器群で，蓋杯のみで構成される。鉄器の多く

は鏃，刀子である。鉄器の分布をみれば，ちょうどC群を取り囲むように分布していることが分かる。ま

た，排土中からではあるが，耳環１，小玉１が出土している。
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Fig. １８　SO０２主体部閉塞（１/４０）

Fig. １９　SO０２墳丘－主体部断面（１/１００）
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　周溝からはあまり多くの遺物は出土していない。ただ Fig. ２４の甕は周溝内からまとまって出土してい

る。遺物量が少ないのは，石室入口側の周溝部分を明確にし得なかったこともあるだろう。また，南西側

の周溝が，SO０１周溝と切り合いにあることも原因の一つとして挙げうるかもしれない。

出土遺物　主体部内からは容器類（須恵器等）の他，鉄鏃，刀子，鉄刀（ 部分）といった鉄製品，耳環，

玉類が出土した。容器の出土位置は大きくA～Cの３群に分けられる。A群からは杯蓋４，杯身８，壷１，

甕１，平瓶２が出土した（Fig. ２１）。杯蓋はすべて天井部にヘラケズリを施し，天井部と体部に境を持た

ず口縁端部は丸く収めるものである。杯身の口縁部は段をなさず，立ち上がりは短く内傾する。蓋杯は多

くが個々に出土しているが，１０・１１と１２・１３は組み合わさって出土している。蓋杯にはいわゆる杯 H類

がほとんどで，杯G類はA～C群の内でもこの１２・１３のみである。蓋杯１３個体中，ヘラ記号を持たないも

のは１個体しか存在しない。１５はやや小形の甕である。胴部全面に横方向のカキメ調整を施す。１６・の平

瓶は共に口頸部にヘラ記号を持つ。１６は口頸部に太い沈線を持ち，胴部外面にはカキメ調整，底部には静

止ヘラケズリを施す。１７は胴部にカキメ調整を施し，肩部には刺突により綾杉状の文様を施す。B群では

杯蓋４，杯身６，壷２が出土した（Fig. ２１）。杯蓋の内，１８と２０が天井部と体部の境に浅い沈線を有し，

１８の口縁部は段をなしている。蓋杯１０個体の内，５個体が天井部もしくは底部にヘラ記号を有する。２９は

口頸部が短く外反する壷であり，肩部にヘラ記号を有する。胴部下半は回転ヘラケズリ調整。C群は蓋杯

のみで構成される（Fig. ２２）。杯蓋４，杯身６が存在する。４と７は天井部・底部のヘラ切り未調整であ

る。１０個体の内，７個体がヘラ記号を有する。
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Fig. ２０　SO０２主体部内遺物出土状況（１/４０）
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Fig. ２１　SO０２主体部内出土遺物１（１/４）
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Fig. ２２　SO０２主体部内出土遺物２（１/４）
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Fig. ２３　SO０２主体部内出土遺物３（１/１，１/２，１/４）



　Fig. ２３は主体部内出土の鉄製品，装身具を示している。１～

１０は鉄鏃である。１は方頭鏃，２～６は三角形鏃である。３～

６は両側に逆刺を有する。７～１０は茎部を中心とした破片。一

部に木質部が残る個体がある。１１は大刀の 部分であろうか。

１２～１７は刀子である。両関をなし，１３と１５は木質部分が残る。

１８は耳環である。銅心銀箔鍍金によるもので，外径３．２～

３．７cm，内径１．７～２．１cmを測る。玄室排土中より出土。１９は

丸玉である。一部を欠損する。ガラス製で，黒色を呈する。

　周溝から出土した遺物はあまり多くはない。ここでは甕１点

のみを図化した（Fig. ２４）。出土時は破砕されていたが，ほぼ

完形に復元できた。外器面には平行タタキ，内面には円弧タタ

キの痕跡が残る。外器面にはカキメ調整，のち一部スリケシを

行っている。

小結　SO０２はややいびつな墳丘形態を採っているが，円墳と

考えて良いだろう。また，今回調査した古墳の中で，他の古墳（SO０１）とはっきりとした周溝の切り合

いを持つものも SO０２のみである。主体部に関しては，敷石を有すること，そして主体部内に多くの遺物，

特に容器類を残していることは他の古墳とも共通する。ただ，敷石として大きめの石材を多用しているこ

とは SO０２の特徴として挙げることができるだろう。また，主体部内に副葬された須恵器も他の古墳に比

してヘラ記号を持つ個体が多い。このことは須恵器の供給元，そして同一群内における各古墳の質的な差

違を考える上でも示唆的である。副葬土器は大半が須恵器であったようで，蓋杯の量が多い。あくまでも

調査段階のことであるが，杯身の量が杯蓋の量を大きく凌駕している。またセット関係にあるものが２個

体分と少ないことについては，これら土器群が室内の「かたづけ」により二次的に移動されていることも

要因の一つとなりうるのかもしれない。出土須恵器の多くは TK２０９～ TK２１７型式期に位置づけることが

できるが，一部に TK１０型式期に相当する資料が存在する。Fig. ２１の１８や２０はこの時期に相当する資料と

して挙げることができる。この杯蓋に対応する杯身をまだ見出し得てないが，口径のやや大きい杯身の一

群はこの時期に相当するものである可能性が高い。したがって，SO０２の築造時期はこの蓋杯が示す時期，

TK１０型式期でもやや新しい段階と考えておきたい。ところで，A群や C群の土器に比べて，B群には古

手の須恵器が集中して配置されている。「かたづけ」の手順を示しているのだろうか。

　玄室敷石上に配された小石群を屍床区画として配されたものと考えていることは既に触れた。そのこと

についてここで詳しく述べておくことにしたい。玄室の床面をみると，小石がちょうど半ばを仕切るよう

に，T字形に置かれていることが分かる（Fig. １７）。そして内部における副葬品の配置をみると，土器 A・

B群が手前の区画，C群が奥の区画に対応するように配置され，一見意味の無い配列のようにもみえる鉄

製品はちょうど奥の区画を取り巻くように置かれていることが分かる（Fig. ２０）。この状況をみれば，こ

の小石の配置が意味あるものであったことは明らかであり，現状では特に奥の区画が遺体を納める空間，

つまり屍床として機能していたと考えることが最も合理的であるだろう。ちなみに耳環，小玉もこの区画

部分からの排土中より出土している。ところで前の区画にどのような意味があったのかは不明である。少

なくとも屍床であったことを示すような痕跡は見出されていない。 

― 22 ―

0 20㎝ 

Fig. ２４　SO０２周溝出土遺物（１/６）



SO０３

墳丘　墳径２１mを測り，浦江古墳群では SO０１と並ぶ大形の円墳である（Fig. ２５）。近接して存在する古墳

（SO０４）はあるが，古墳同士の切り合いはない。墳丘は削平され，盛土は残っていない。尚，墳丘上の段

部分は後世の耕作に伴う造成によるものである。周囲には幅２～５．５m，深さ５０～８０mを測る周溝が巡る。

周溝は全周しており，主体部へといたる通路部分は存在しない。しかし，墳丘南西側の周溝は極端に幅狭

になっており，これは主体部入口の位置（後述）と関係しているのかもしれない。それに対し，西側の周

溝幅はやや幅広となる。また，北東側にあたる周溝外側の堀方は２段を呈しているが，これが本来の姿で

あるかは不明である。

主体部　横穴式石室であるが，周囲は様々な攪乱を受け，現状では敷石と石材の一部が残るのみである

（Fig. ２６）。このように遺存状況は極めて悪いが，敷石と石材の抜き取り痕をみることにより，ある程度石

室の状況を窺うことができる。敷石の東・西端は比較的直線状をなしており，この部分が石室壁際に相当

するだろう。これは部分的に残っている壁材の位置とも矛盾はない。とすれば，敷石南西側の隅角をなす

部分は，その南側に存在する抜き跡をみれば玄室（左）袖部に当たることが分かる。敷石部分の南側に入

口があるとすれば，奥壁は当然北側となる。この場合，北側の東西に延びる抜き跡が奥壁の場所となり，
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0 5m

Fig. ２５　SO０３墳丘（１/２００）



抜き跡の西側に残るいくつかの石材は石室石材の根石とみなすことができるだろう。以上を勘案すれば，

SO０３の主体部である横穴式石室は，南西方向（S―１１°―W）に開口し，長さ２．７m，幅２．２mを測る玄室

平面プランを有するものであることがわかる。そして玄門幅は８０cm程に想定できるだろう。ある程度の

復元が可能な玄室部分に対し，羨道部分の状況はよく分からない。これには SO０２主体部でみた石室入口

へといくにつれて次第に石室堀方が浅くなるという石室構造上の特徴が現れているのかもしれない。

　敷石は２０～３０cmの大形な扁平石材と小石によって成り立っている。玄室中央部では大形石材の上に小

石が存在するという体裁を採っており，大形石材と小石の組み合わせによって床面が形成されていたので

はないだろう。大形石材の配置をみればむしろこの石材を敷いた床面が一面存在していたと考える方が良

いだろう。小石については更に上面の床面敷石であった可能性もあるが，SO０２主体部でみたように屍床

区画といった用途に使用されている例もあり，現状からはいずれとも判断できない。

　Fig. ２７は主体部を含めた墳丘断面図である。これをみれば，盛土が削り取られ地山部分が露出している

ことがわかる。主体部の周囲は攪乱を受けるがそれでも現状で深さ４０～５０cmと，ある程度の深さの墓坑

が掘削されていたようだ。
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Fig. ２６　SO０３主体部（１/６０）



遺物出土状況　主体部は大きく破壊を受けていた関係で，ごくわずかの遺物が出土したのみであったが，

SO０３では周溝内から土器類を中心とした数多くの遺物が出土した。主体部（玄室内）からは須恵器（蓋

杯），鉄鏃，刀子，馬具（留金具・ 具），耳環が出土した。遺物は玄室右側壁側に偏って存在し，左側に

はわずかの遺物しか存在しない。それぞれ散乱してはいるが，その垂直分布をみれば床面付近に集中して

いることがわかる。また蓋杯は共に組み合わさった形で検出できた。尚，床面の一部に赤色顔料が分布す

る部分が存在する。

　周溝からは須恵器，特に甕を中心とした遺物が出土している。遺物の出土位置は大きく A～ Dの４群

に分けることができる（Fig. ２９）。A群からは蓋杯， ，有蓋高杯，甕など，C群からは蓋杯，壷・甕な

ど，B・D群からは甕を中心とした遺物が出土している。A・C群から多くの器種にわたる土器が出土して

いることは，これら群の位置が石室入口と

近接していることに関係している。そして，

A・C群と B・D群の遺物にみる違いはそ

れらが使用された祭祀が異なっていた可能

性を示唆しているといえる。また，周溝出

土遺物の器種構成をみる上で，ここではこ

れら遺物の中で，特に A群からまとまっ

た量の有蓋高坏が出土していることに注目

したい（Fig. ３２）。長脚の有蓋高坏は今回

調査した諸古墳では，今回未報告である

SO０１を除いて，あまり出土していない器

種である。このことは SO０３・０１がこの古

墳群内で突出した規模を有していることと

無関係ではないだろう。この古墳群内では，

有蓋高坏を使用した祭祀は群の中でも上位

の階層に優先されるものであったことが，

この事実から窺うことができる。
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Fig. ２７　SO０３墳丘－主体部断面（１/２００）
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Fig. ２８　SO０３主体部内遺物出土状況（１/４０）



出土遺物　大きく破壊を受けていたため，

石室内から出土した遺物は少ない。主体部

からは容器類（須恵器），馬具，鉄鏃，刀

子といった鉄製品，耳環，玉類が出土して

いる（Fig. ３０）。１は玄室床面上から出土

した須恵器杯蓋である。口縁端部は段をな

している。２・３は石室部分の攪乱中から

出土したものである。２は杯蓋で天井部と

体部の境には弱い沈線が巡り，口縁端部は

わずかに段をなす。３は有蓋高杯の蓋天井

部である。４～８は馬具である。４～６は

留金具である。錆がひどく表面の状況は不

明。７・８は轡片である。引手等の環状部

分であろうか。９～１２は鉄鏃である。長頸

鏃の茎部分を中心とする破片で，１１・１２は

樹皮巻きが残る。１３～１６は刀子である。１６

は大刀の鞘尻金具である。錆がひどく遺存

状況も決して良くはないが，X線観察では弧文を描く象嵌が発見された。長さ３．３cm，幅２．８cmを測る。

１７～１９は耳環である。１８は銅芯鍍金，１９は銅芯銀箔張鍍金のもので，１９は外径２．２×２．３cm，内径１．２×

１．２５cm，１８は現存径１．７×１．８cmを測る。１７は金製の耳環である。外径１．７５cm，内径１．３５cmを測る。２０

～５０は玉類である。２０は管玉で，碧玉製。直径１．０cm，長さ２．６cmを測る。穿孔は一方向からのみ。２１～

２８は小玉である。すべてガラス製で濃紺色を呈する。２９～５０は粟玉である。ガラス製で，濃紺色を呈する

もの（２９～３１），紺色を呈するもの（４１～４６），暗青色を呈するもの（３２～３４）淡青色を呈するもの（３５～

３９），黄色を呈するもの（４６～４８），赤色を呈するもの（４９・５０）がある。

　周溝出土遺物は須恵器を中心とする（Fig. ３１・３２）。器種としては蓋杯， ，器台，壷，平瓶，（以上

Fig. ３１），有蓋高杯，甕類（以上 Fig. ３２）がある。１～６は蓋杯である。天井部と体部の境に区別を持た

ないが，３は口縁部に弱い段をなす。４は天井部にヘラ記号を有する。７～１２は杯身である。立ち上がり

は内傾し，口縁端部は段を持たない。底部には回転ヘラケズリを施す。１０は内面にヘラ記号を有する。

１３・１４は である。１４は肩部に刺突文を施す。両者とも底部は静止ヘラケズリ。１５は器台片である。透か

しは三角形を呈し，２条の沈線の上下には波状文を施す。１６は短頸壷である。胴部にはカキメ調整を施し，

底部は回転ヘラケズリ調整。１７は平瓶，１８は台付壷である。１８は口頸部を欠損する。胴部上側には２条の

沈線を施し，その間を刺突文充填している。３～１０は有蓋高杯，そして１・２はその蓋部である。１・２

は天井部につまみを付し，口縁端部は段をなしている。有蓋高杯の杯部底面にはヘラケズリのもの（３～

５・７），カキメ調整のもの（６）がある。３～５・９・１０は長脚二段透かし，９は下段のみ透かしを有す

る。透かしはいずれも三方より施される。Fig. ３２－１１・１２は甕である。１２は口縁部下に一条の突帯を付け

る。朝倉産のものであろうか。

小結　SO０３は墳径２１mを測り，SO０１と並んで当古墳群有数の規模を誇る古墳である。他の古墳群とは規

模の上で隔絶しており，出土遺物や長脚の有蓋高坏を使用した祭祀の形態にもこのことは表れている。主

体部等，SO０３は大きく破壊を受けており，当古墳の築造時期を窺う手がかりは少ない。したがって，出土

遺物より時期の問題について考えることにしたい。出土土器において，古式に相当するものは主体部内出
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Fig. ２９　SO０３周溝内遺物出土状況（１/３００）
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Fig. ３０　SO０３主体部内出土遺物（１/１，１/２，１/４）
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土の蓋杯や周溝出土の有蓋高杯などを挙げることができ，これらは概ね TK１０型式期に位置づけることが

できるだろう。このような年代観で主体部や他の出土遺物をみても矛盾はなく，ここでは，SO０３の築造年

代を TK１０型式期と考えておきたい。
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Fig. ３１　SO０３周溝内出土遺物１（１/４）

1 2 3

4

5 6

7 8

9 10
11 12

13 14

15

16

17 18

0 10㎝ 



― 29 ―

Fig. ３２　SO０３周溝内出土遺物２（１/４，１/６）
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SO０４

墳丘　墳径８～１１mを測る円墳である

（Fig. ３３）。墳丘の西側は一部削り取られて

いる。古墳には周溝が巡り，南側に存在す

るSO０５周溝，東側に存在するSO０３周溝と

近接する。特に SO０５周溝は間近に存在し

ており，本来はお互いに切り合っていた可

能性もあるだろう。破壊された周溝西側の

状況は不明だが，おそらく周溝は古墳の周

囲を全周していたのだろう。周溝は幅１．５

～２．５m，深さ３０～７０cmを測る。墳丘北側

と南側では周溝は幅狭で浅くなる。墳丘は

削平され，盛土は残っていない（Fig. ３５）。

主体部　横穴式石室であるが，石材の大半

が抜き取られ，攪乱孔があるなど大きな破

壊を受けており，石材及び敷石が部分的に

残存しているに過ぎない（Fig. ３４）。敷石

の状況及びその周囲にある石材の抜き痕を

みれば玄室の平面プランは長さ３m，幅２

mほどに復元できるだろう。羨道部分の状

況が不明だが，開口は南方向（S－８°－

W）であろうか。ここでは石室北側を奥壁

側として記述を進める。石室石材が残って

いるのは奥壁左右の隅部分，及び右側壁の

攪乱孔中の石材のみであるが，この内原位

置を保っているのは奥壁左右隅部分の石材

１石ずつの計２石のみである。石材はすべ

て花崗岩である。敷石は，①２０cm程のや

や大振りな扁平石材，②小石　からなる。

石材②は広範囲に認められるが，石材①は

石材②上にごく一部残存しているに過ぎな

い。これはまず第１面として，石材②を敷

き詰めることにより床面が形成され，この

後に石材①の配置がなされたことを示して

いるといえる。石材①による床面（第２

面）が存在したかは不明だが，石材①の石

敷き部分の表面は平滑に整えられており，

その可能性は十分に考えられる。
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Fig. ３３　SO０４墳丘（１/２００）

Fig. ３４　SO０４主体部（１/６０）



遺物出土状況　主体部内からは須恵器及び鉄鏃や馬具等の残欠，玉類が出土している（Fig. ３６）。須恵器

では蓋杯のみが６個体玄室奥壁そばの中央部にまとまって検出されている。組み合わさっているものはな

くそれぞれが単体で存在する。その内訳は杯蓋３，杯身３である。Fig. ３６をみると，１－杯蓋（Fig. ３８－

１），２－杯身（４），３－杯蓋（２），４－杯身（５），５－杯身（６），６－杯蓋（３）となり，身と蓋

がそれぞれ近接した位置に配置されていることが分かる。もともとはセット関係を保って石室内に搬入さ

れたのだろう。配置状態をみると，杯蓋は天井部を上に向けていたが杯身は伏せた状態であった。すべて

が敷石（床面）の直上に位置しており，これは本来の配置を反映している可能性が高い。とすれば祭祀を

行う段階でこのような配置を意図して採ったことになり，この配置方法自体に意味があることが分かる。

鉄鏃や馬具等の鉄製品は玄室右側壁側（東側）にまとまる傾向をみることができる。しかし，ほとんどす

べての鉄製品が攪乱もしくはその影響を受けている位置での出土となっているため，この分布はある程度

の傾向を示すに過ぎない。ただ攪乱中ではあるが，ちょうど右袖部の存在した位置に鉄製品が集中してい

ることには注目して良いだろう。

　先に述べたように，古墳は大きく破壊を受けていたので，石室内の掘り下げの際須恵器片や耳環，玉類

等いくつかの遺物が出土している。そのすべてが主体部内に納められたものではないが，Fig. ３６に示した

遺物以上に副葬品が存在していたことは確実である。

　周溝では，墳丘南側にまとまって遺物が出土している。大きく２つのまとまりがあり，それぞれを東か

ら A，B群と呼ぶことにする（Fig. 

３７）。A群と B群は互いに接合関係

にあるものがあり，この両者に厳密

な意味での違いはない。この遺物群

では甕の他に，蓋杯， ，無蓋高杯

や壷類，瓶類が出土している（Fig. 

３８）。特に蓋杯の出土は多い。主体

部の記述の際，開口方向を南側とし

たが，ちょうどそれと対応する位置

に A・B群が存在する。A・B群に

おける出土土器の器種構成をみても，

主体部の開口方向が南側であること

を示唆しているといえる。

　また，周溝出土遺物には須恵器な

どの土器類の他，鉄製品や玉類，耳

環も含まれており，古墳破壊の際，

遺物の混入しているようだ。
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Fig. ３５　SO０４墳丘－主体部断面（１/１００）
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Fig. ３６　SO０４主体部内遺物出土状況（１/４０）



出土遺物　主体部内からは須恵器や馬具，鉄鏃，耳環，玉

類が出土した（Fig. ３８）。１～６は玄室床面上より出土し

た蓋杯である。杯蓋（１～３）では体部と天井部の境に沈

線状の浅いくぼみを有し，口縁端部がわずかに段をなすも

の（１・２）がある。杯身では立ち上がりがやや高く立ち

上がり気味のもの（４）と立ち上がりが低く内傾するもの

（５・６）がある。３・６は天井部または底部にヘラ記号

を有する。

　７～１６は玄室掘り下げ中に出土したものである。した

がって確実に主体部内出土と呼べる資料ではない。７・８

は杯蓋である。７は体部と天井部の境に沈線状の浅いくぼ

みを有し，口縁端部がわずかに段をなす。９～１４は杯身で

ある。９は立ち上がりが高く直立し，口縁端部は浅い段を

有するもので，口径（復元）は１２cmを測る。１５は 口頸部片である。端部はわずかに段をなし，シャー

プに仕上げられる。１６は壷である。外面にはカキメ調整を施し，胴部下半にはタタキの痕跡が残る。

　１７～２４は馬具轡部分の残欠である。１７～１９は引手，２３・２４はその破片であろうか。２０～２２は素環の鏡板

や遊環の破片であろう。２５・２６は鉄鏃で，茎部を中心とした破片である。２７は耳環である。銅芯鍍金のも

ので，現存径２．１×２．１cmを測る。２８は管玉。ガラス製で濃紺色を呈する。２９～３６は小玉である。ガラス

製で濃紺色を呈する。

　周溝からは須恵器，そして鉄製品，耳環，小玉が出土した（Fig. ３９）。鉄製品と耳環，小玉は主体部破

壊の際の混入品であろう。１は有蓋高杯蓋部である。天井部と体部の境には数条の沈線を巡らす。２～１６

は杯蓋である。２～６は蓋杯で，２は体部と天井部の境に沈線を巡らす。３は天井部に静止ヘラケズリを

施す。７～１６は杯身である。７は立ち上がりが高く直立気味であるが，他は低く内傾する。いずれの杯身

も口縁端部は段をなさず，丸く収める。１６は底部にヘラ記号を有する。１７は である。肩部に刺突文を施

し，底部は静止ヘラケズリ調整。１８・１９は無蓋高杯である。１９は脚部中央に２条の沈線を持つ。２０は脚付

広口壷である。２２は短頸壷で，肩部には刺突文を２段に渡って施している。２３は平瓶の口頸部片で，口頸

部外面にはヘラ記号を有する。２４は甕で，２５とは同一個体である可能性が高い。外面全体に渡ってカキメ

調整を施す。２６は馬具で，轡の一部であろうか。外径５．３～６．０cmの環状を呈する。２７は耳環である。金

製で，外径１．４×１．５cm，内径１．１×１．２cmを測る。２８は小玉である。ガラス製で濃紺色を呈する。

小結　SO０４は墳径８～１１mを測る円墳であり，今回調査した古墳の中では普通の規模である。主体部で

ある横穴式石室はほとんど破壊されていたが，幸い床面は半ば程が遺存しており，敷石も良好な状態で検

出できた。床面に敷石を持つことも当古墳群内通有の特徴であるといえる。攪乱が激しいため，主体部の

構造をはっきりとした形で復元することは困難である。ただ，石室入口側にしっかりとした石室石材の堀

方が存在しなかったことは注目すべきである。このことから考えれば，SO０４主体部の横穴式石室は羨道を

持たない，例えば入口側に前庭部を持つだけの構造であった可能性が高いだろう。

　また，石室があれだけの破壊を受けていたのもかかわらず，室内にはいくつか当時の状況を窺うことの

できる遺物が残っていた。特に玄室奥壁側で検出した副葬土器群から，蓋杯のみを玄室奥壁側へ伏せた形

で安置するという供献方法を知ることができたのは大きな成果であるといえる。また石室入口側の周溝部

分でも須恵器を中心とした，まとまった量の遺物の出土をみた。
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Fig. ３７　SO０４周溝内遺物出土状況（１/３００）
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Fig. ３８　SO０４主体部内出土遺物（１/２，１/４）
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 Fig. ３６  Fig. ３８
 １ － １ ８ － ２７ １５ － ２５
 ２ － ４ ９ － ２６ １６ － １７
 ３ － ２ １０ － ２２ １７ － ２０
 ４ － ５ １１ － ２１ １８ － ２３
 ５ － ６ １２ － ２４ １９ － １９
 ６ － ３ １３ － １８



　では，SO０４の築造年代について，出土土器より考えてみることにしたい。玄室床面から出土した土器

で古相のものは，TK１０型式期の特徴を備えている。周溝出土の土器もまた同様であるといえる。この年

代は主体部の構造，その他の遺物とも矛盾するものではなく，ここでは SO０４の築造年代を TK１０型式期

に位置づけておくことにしたい。玄室掘り下げ中に出土した土器の中には１点，やや遡る可能性のある個

体も含まれているが（Fig. ３８－９），これをもって築造年代を古くする必要性はないだろう。
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Fig. ３９　SO０４周溝内出土遺物（１/２，１/４）
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SO０５

墳丘　墳径１２mを測る円墳である（Fig. ４０）。墳丘北西側は崖状をなし，一部が削り取られる。古墳の周

囲には周溝が巡り，その北側は SO０４と近接する。周溝は幅１～２．８m，深さ４０～５０cmを測り，古墳の周

囲を全周せず南西側の一部が途切れ，いわゆる馬蹄形の形態を採る。これは主体部入口の方向（後述）と

一致しており，主体部へといたる通路として機能していたのだろう。この通路部分は最も狭い部分で

８０cmである。また，通路西側の周溝は向きを変え，一部が主体部の方へと伸びている。周辺は削平を受

けており，調査着手時には墳丘盛土は全く認められなかった。しかし，調査開始時の重機による表土剥ぎ

の際，わずかに残っていた盛土を削り取ってしまった可能性も否定できない。

主体部　横穴式石室であり，南西方向（S－１８°－W）に開口する（Fig. ４１）。石室壁体は基底部の１段

目を残すのみで，他はすべて失われている。使用石材は花崗岩である。玄室は長さ３．７m，幅２．２～２mの

長方形プランで，中央部がわずかにふくらみを持つ。高さ５０～８０cm，厚さ２０cm程の扁平石材を立てて使

用していること，左側壁６石，右側壁８石，奥壁３石と多くの石材を各壁に用いていること，以上の２点

がこの横穴式石室の特徴であるといえる。左右の袖部は２石ずつの立石を用い，またその間には一段低い

石材を横位に立てて梱石となしている。玄門入口の幅は６０cm程であり，どこまで入口として機能してい

たかは考える必要がある。残存する石材の上面は右側壁側では比較的平坦となっているが，前壁側，左側

壁側では凹凸が激しい。また使用されている石材の薄さを考えるとこの上に塊石積みを行っていたとは考

えられず，２段目以降の石積みは板状を呈した石材の小口積みを行っていたと考えるべきだろう。羨道等

を構成する石材は残っておらず，またその抜き痕も検出できなかった。したがってその有無も含めて詳細

は不明である。

　玄室の床面には敷石が施されていた

（Fig. ４２）。敷石は計２面有り，それぞ

れの敷石は土面の高さをみても平坦を

なしており，この石室では大きく計２

面の床面が存在したといえるだろう。

ここでは上面を第２面，下面を第１面

と呼ぶことにする。第１面は中央部に

空白が認められるが，ほぼ全面に敷石

が遺存している。小石と１０～２０cm程

の石材を組み合わせて使用するが，中

央部には小石の使用がやや目立つ。こ

れは一部第２面との混在が生じている

ためである可能性もある。第２面には

第１面に比して大振りな石材を使用す

る。奥壁側と前壁側の敷石は認められ

ない。第１面と第２面にはほとんど間

層を挟んでおらず，第１面の直上に第

２面の敷石を行っている。
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Fig. ４０　SO０５墳丘（１/２００）
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Fig. ４１　SO０５主体部（１/６０）
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Fig. ４２　SO０５主体部敷石（１/６０）



　最後に墳丘と主体部の状況についてみておくことにしたい（Fig. ４３）。検出した古墳の外形はすべて地

山の削り出しに部分であり，先にも述べたように墳丘の盛土は確認できなかった。また周溝底部は北側に

向かって低くなっており，これは旧来の地形の傾斜も反映されているのだろう。石室には深さ４０～５０cm

程の墓坑掘り込みが認められる。当然実際は更に深いものであったといえるが，２段目以降の石積みが板

状石材の小口積みであるという筆者の想定が正しければ，この掘り込み部分は１段目石材上端のレベルを

超えることはないだろう。つまり，２段目の石積みと同時に墳丘盛土が行われていたのだろう。

― 37 ―

0 2m

49.5m

Ａ′ 

Ａ
′
 

Ａ 

49.5m
Ｂ′ Ｂ 

Ｂ′ Ｂ 

Ａ
 

Fig. ４３　SO０５墳丘－主体部断面（１/１００）

Fig. ４４　SO０５主体部内遺物出土状況（１/４０）
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遺物出土状況　玄室では第１面，第２面それぞれにおいて

遺物が出土した。第１面からは鉄鏃，鉄鎌，刀子，耳環，

玉類，鉄滓が，第２面からは鉄鏃，刀子，玉類，須恵器

（蓋杯）が出土している。鉄鏃を中心とした鉄製品の出土

が多い。また，第１・２面のどちらにおいても遺物の出土

は玄室の右側壁側半分にまとまり，特に鉄鏃等の鉄製品は

右側壁中央の壁際に集中している。第２面出土の須恵器蓋

杯は，セットの状態で右袖部際に置かれていた。

　周溝からは通路部分の両側で須恵器を中心とする容器類

が大量に出土した。通路より西側をA群，東側をB群とす

る。量的には A群出土の土器の方が多い。A群，B群出土

土器の器種構成に大きな違いはなく，共に蓋杯， ，壷類，

瓶類，甕などが出土している。特に蓋杯や の出土が目立

つ。また，周溝の一部が削り取られているが，これにより

いくつか遺物も失われているようだ。

出土遺物　玄室内からは鉄鏃を中心とする鉄製品を中心とし，須恵器，耳環，玉類が出土している（Fig. 

４６）。１・２は須恵器蓋杯である。３～２７は鉄鏃である。３・４は腸抉三角形鏃，５・６は三角形鏃，７

は圭頭鏃である。８～２７は長頸鏃である。鏃身部が長三角形を呈するもののほか，片刃で逆刺を持つもの

がある（２７）。２８は鉄鎌である。２９は小刀で，先端は両刃となっている。３０～３４は刀子で，一部に木質部

分を残すものがある。３５は耳環である。銀製で鍍金してあった可能性がある。３６は管玉。ガラス製で，淡

青緑色を呈する。直径０．７cm，長さ１．６cmを測る。３７～６２は小玉である。４７～６２は第１面から出土したも

のである。淡青色を呈するもの（３７～４４，４７・５７），紺色を呈するもの（４５，５８・５９），淡緑色を呈するも

の（４６，６０～６２）がある。

　周溝からは須恵器を中心とした遺物が出土した（Fig. ４７・４８）。Fig. ４７は蓋杯である。１～１７は杯蓋で

ある。口縁端部が弱い段をなすもの（１～６，９，１０，１２～１４）とそうでないものがあり，段をなすもの

で１・２，５は体部と天井部の境に浅い段をなす。１１は内面，１２・１３は外面にそれぞれヘラ記号を有する。

１８～２４は杯身である。立ち上がりが高く，やや直立気味の個体が存在するが（１８・１９・２１），この杯身の

中でも古く位置づけることのできるものといえる。４４は口縁部を打ち欠いている。２６・３３・４３は底部にヘ

ラ記号を有する。Fig. ４８では ，壷類甕等その他の器種を示している。１～６は である。３は頸部が比

較的太い個体で，肩部には２条の沈線を巡らし，その上下に刺突文を施す。７は台付壷である。台部を欠

損する。口頸部は緩やかに外反し，口縁部付近で真っ直ぐに立ち上がる。肩部には波状文を施す。８～

１０・１３は短頸壷である。１０は完形で，胴部上半にはカキメ調整を行い，底部静止ヘラケズリを施す。１３は

胴部中央にカキメ調整を施し，頸部と胴部半ばに刺突文を施す。肩部にヘラ記号を有する。１２は提瓶であ

る。環状の把手を持つ。１４～１６は甕である。

小結　SO０５は径１２mを測る円墳で，周溝が全周せず，馬蹄形を呈する点を特徴とする。他の古墳と同様

に墳丘が削平され，主体部である横穴式石室の遺存状況も悪い。しかし，先に述べたように横穴式石室の

構造は特徴的なものであり，その構造的な系譜が注目される。入口部分の構造は不明だが，石材の抜き痕

が全く検出されない状況をみると，羨道を付設しない，前庭状の入口構造を持った横穴式石室である可能

性が高い。副葬品をみると，①容器類の副葬が少ない　②鉄鏃を中心とした鉄製品の副葬量が多い　とい

う特徴を挙げることができる。また，多くの鉄製品の中には馬具が含まれていない。
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Fig. ４５　SO０５周溝内遺物出土状況（１/３００）
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Fig. ４６　SO０５主体部内出土遺物（１/１，１/２，１/４）
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Fig. ４７　SO０５周溝出土遺物１（１/４）
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　最後に SO０５の築造時期について述べておくことにしたい。主体部内から出土した１組の蓋杯は TK１０

型式期に位置づけられるもので，周溝出土の土器に関しても古相を示すものは，おおむねこの時期に位置

づけることができる。他の要素をみても矛盾するものではなく，SO０５の築造時期は TK１０型式期に位置づ

けることができるだろう。それでは SO０４との時間的な前後関係が問題となるだろう。出土土器の型式に

大きな開きはなく，近接した段階に築造されていることは確かであろう。先後関係については出土遺物や

石室構造の詳細な分析を行う必要があり，この問題については機会を改めて述べることにする。

― 41 ―

Fig. ４８　SO０５周溝出土遺物２（１/４，１/６）
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SO０６

墳丘　墳径１２～１３mを測る円墳

である。ほぼ正円を描く。墳丘

の削平が激しく，墳丘盛土は失

われている。墳丘の半ばを東西

方向に段状の落ち込みが走って

いるが，これは後世における耕

作時の畦痕である。古墳の北側

１～２mの位置に近接して

SO０７が存在する。周溝は古墳

の周囲を全周しており，西側の

それは一部墳丘中心へと向けて

１m程の張り出しをみせる。

この方向には主体部である横穴

式石室が存在しており，この部

分は墓道として機能していたよ

うだ。周溝は幅１．５～２m，深

さは２０cm程しか残っていない。
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Fig. ５０　SO０６主体部（１/６０）

Fig. ４９　SO０６墳丘（１/２００）
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主体部　SO０６墳丘上の遺構検出中，墳丘の中心位置に石敷がまとまって検出された。その周囲には石材

の抜き痕と考えられる掘り込みが方形に巡っていることが確認でき，この石敷が横穴式石室玄室部分の敷

石であることが明らかとなった。石材の掘り込みは更に西側においてもみることができ，この部分が羨道

等の通路部分に当たるものとみなすことができる。したがって SO０６の主体部は，西方向（S－８３°－W）

に向かって開口する横穴式石室であるといえよう（Fig. ５０）。すでに明らかなように，この横穴式石室は

大きく破壊を受けており，石室石材は全く残っておらず，敷石の一部を残すのみである。石室本来の姿を

示す情報はごく少ないが，できる限りの復元を試みることにする。

　敷石の遺存状況や石材抜き痕の状況をみれば，玄室の平面プランは長さ２m以上，幅１．６m程に復元で

きる。玄室の石敷には主として大きさ２０～３０cm程のやや扁平な塊石を使用し，その間には小石が若干量

認められる。残存部分において確認できる石敷は一面のみである。敷石材は平坦面を上へと向けており，

床として平滑に整えていたことが窺える。更に石材抜き痕をみると，石敷の周囲を取り囲んでいた抜き痕

が西側で途切れ，更に若干ずれた位置に抜き痕が存在していることが分かる。この部分が玄室入口，そし

てずれた位置に存在する抜き痕がその梱石部分に相当するのだろう。とすれば玄門幅は 60cm程に復元で

きる。石材の抜き痕をみると，羨道部分は玄門部から更に１ｍ程延びて存在していたようだ。羨道幅は１

ｍ程と玄門幅に比して広く，玄門部はやや内側へ張り出していたのであろう。第２梱石の存在は石材の抜

き痕からは確認できなかった。羨道部分より先の構造は不明である。墓道状，もしくは前庭部状のものが

存在していた可能性は高い。

遺物出土状況　主体部は大きく破壊を受け

ていたため，内部からの遺物出土はごく少

ない。ただ，敷石の間から，玉類が２点出

土した（Fig. ５２）。

　周溝からは須恵器を中心とする土器類が

比較的多く出土した。出土位置は石室入口

付近を中心として広がり，特に周溝北西側

と南西側に集中する。前者を A群，後者

を B群としよう（Fig. ５３）。A・B群共に

蓋杯，高杯，壷類，甕類などが出土してお

り，器種構成に大きな違いはない（Fig. 

５４）。尚，A群からは滑石製の紡錘車が３点

出土している。
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Fig. ５１　SO０６墳丘－主体部断面（１/６０）

Fig. ５２　SO０６主体部内遺物出土状況（１/２，１/６０）
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出土遺物　主体部内からは小玉１点，粟玉１点がそれぞ

れ出土した（Fig. ５２）。１はガラス製の小玉で，濃紺色

を呈する。２はガラス製の粟玉で，淡緑色を呈する。

　周溝からは，須恵器を中心とした容器類と紡錘車が出

土した（Fig. ５４）。１～１０は杯蓋である。口縁端部に浅

い段をなすもの（１～４，７），端部やや上に沈線を巡

らすもの（６・８），丸く収めるもの（５・９・１０）が

ある。４は天井部と体部との境に沈線を持つ。１１・１２は

短頸壷等の蓋である。口径１０cm程度と小形で，口縁端

部には段を有する。１３～２２は杯身である。いずれの個体

も口縁部は丸く収める。２０は底部にヘラ記号を有する。

２３・２４は有蓋高杯蓋部である。天井部につまみを付し，

天井部にはカキメ調整を施す。体部の半ばには，沈線状の浅いくぼみを有し，口縁端部は段をなす。２５～

２９は高杯脚部である。２５はおそらく長脚二段透かしになると考えられる。透かしの方向は三方。２６～２９は

短脚の高杯脚部である。脚部は中央にふくらみを持ち，端部は短く水平方向に張り出しをみせる（端部が

段をなす）。外面にはカキメ調整を施し，短く幅狭な方形の透かしを脚部上半に三方向から穿つ。３０～３３

は短頸壷である。３０・３１は胴部中央から肩部にかけてカキメ調整を行う。３１の底部は回転ヘラケズリを施

す。３２は肩部にカキメ調整を行い，その上に刺突文を施す。底部には回転ヘラケズリ調整。３３は大形の短

頸壷である。胴部上半にはカキメ調整を行う。外面，内面共にタタキの痕跡が残る。３５は長頸壷である。

胴部中央にカキメ調整を行い，底部は回転ヘラケズリ調整。３６～３８は紡錘車である。いずれも滑石製。３８

の側面には条痕が目立つ。３６は幅４．８，厚さ１．８cm，３７は幅４．４cm，厚さ１．４cm，３８は幅４．１cm，厚さ

１．５cmをそれぞれ測る。

小結　SO０６は墳径１２～１３mを測る円墳である。削平が激しく周溝もごく浅くしか残っていなかったが，

周溝はきれいな円形を描き，墳丘規模は正確に把握することができた。主体部である横穴式石室の破壊が

特にひどく敷石の一部しか残っていなかったが，石室石材の抜き痕からおおよその形態をつかむことがで

きた。通路部分の構造を押さえることができたのは大きな成果である。ところで，文中ではこの通路部分

を前庭部でなく，羨道，つまり有天井部分であると記した。その根拠を以下に述べることにしたい。SO０６

主体部の検討で明らかになった石室平面プランを今回調査した他の諸古墳主体部を比較してみると，SO０２

と SO０８主体部（後述）の平面プランと類似していることが分かる。SO０２と０８の主体部はそれぞれ天井部

を失ってはいるが，通路部分の石積みをみる限り，この部分には天井を有していたこと，つまり羨道で

あったことは明らかである。したがって，この SO０６主体部においても有羨道化した横穴式石室であると

判断した。今回の調査では判明しなかったが，SO０２・０８主体部，そして周辺における横穴式石室の状況

をみても，SO０６の横穴式石室に第２梱石が存在した可能性は高い。SO０２・SO０８の両横穴式石室をみても

１m以上の石積み部分が延びており，SO０６においても通路部分が１m以上延びていることも十分考えら

れる。しかし，明確な石材の堀方をみることができなかったことを考えれば，先の部分は天井を持たない

前庭部状の施設であったのだろう。

　最後に SO０６主体部の築造時期について考えることにしたい。周溝から出土した須恵器をみればその古

相のものは TK１０型式期に位置づけることができる。これは，主体部の平面形が類似する SO０２と SO０８

（後述）の年代を考えても問題のあるものではない。では，SO０２・SO０８と SO００６の先後関係が問題となる

が，このことに関してはまた機会を改めて述べることにしたい。
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Fig. ５３　SO０６周溝内遺物出土状況（１/３００）
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Fig. ５４　SO０６周溝出土遺物（１/２，１/４）
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SO０７

墳丘　墳径５mほどの小形の円墳である（Fig. ５５）。

他の古墳と同様墳丘は削平され，盛土は残っていな

かった。南側に近接して SO０６が存在する。古墳の周

囲には周溝が巡るが，全周せず南側の部分で途切れて

いる。いわゆる馬蹄形の周溝形態を示している。周溝

は西側で幅０．８m，深さ２０cm程，東側で幅１．７m，深

さ３０cm程と東西で大きく差が生じている。地山と周

溝内埋土との違いは少なく，東側部分の周溝に関して

は掘りすぎている可能性は否定できない。本来は西側

と同じ規模の周溝が東側にも巡っていたのかもしれな

いが，周溝が馬蹄形を呈すること，そして墳丘規模に

関しても大きな修正をする必要はないだろう。

主体部　主体部は南方向（S－１４°－W）に向かって

開口する単室構造の横穴式石室である（Fig. ５６）。使用石材は花崗岩。他の古墳と比しても遺存状況は比

較的良い。玄室は長さ１．４m，幅１．１～０．８mを測るやや胴張りの長方形プランで，左側袖部の張り出しの

少ない，片袖様の構造を採る。なお，右袖部隅には副葬された須恵器の一群が検出された（Fig. ５９）。玄

室各壁には１～２段の石積みが残る。基底部には左右側壁では石材を横位に据えているが，奥壁では縦位

に据える部分がある。２段目の石積みは右側壁側に残る。２段目にはやや小振りな石を配しているが，南

側の１石のみは基底部石材をも超える大形石材を用いている。玄室の床面には敷石を有する。２０～３０cm

の大振りな石材を奥壁側と前壁側に敷き，中央部にはやや小振りな石材を用いている。現状では敷石は１

面のみである。玄門部には梱石を有する。玄門幅は４０cm程のごく狭いものである。この玄門部には閉塞

石が残っていた（Fig. ５７）。一部が認め

られるに過ぎないが，ちょうど梱石の部

分をやや大きめの塊石によって封鎖して

いることが分かる。閉塞石は床面より遊

離しており，閉塞は石の他，土も加えて

行っていたのであろう。追葬面，及び閉

塞行為に伴う遺物の出土はなかった。
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Fig. ５５　SO０７墳丘（１/２００）
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Fig. ５６　SO０７主体部（１/６０） Fig. ５７　SO０７主体部閉塞（１/４０）
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　通路部分には左側１石，右側２石の壁

体が存在する。またその床面は玄室へ向

かって緩やかに下るスロープ状をなして

いる。玄門部で閉塞を行うこと，スロー

プ状に下る通路床面を有すること，以上

の２点を考え合わせれば，この部分には

天井石が載っていなかった，つまり羨道

ではなかったと考えることができる。こ

の横穴式石室の通路部分は前庭部状を呈

していたのであろう。

　最後に墳丘と石室の構築状況について

触れておくことにしたい（Fig. ５８）。図に示したように墳

丘の盛土部分は残っていない。石室構築に際し，２０～

３０cmの墓坑を掘削していることが分かる。当然上端は削

られており，本来墓坑の掘り込み面はもっと高い位置に

あったはずであるから，墓坑内では１段目，もしくは一部

２段目の石積みが行われていたのだろう。したがって１～

２段目の石積みが終了し，３段目以降の石積みと同時に墳

丘構築が行われているといえる。

遺物出土状況　主体部内からは玄室右袖部隅に蓋杯２と提

瓶，奥壁左隅からは鉄鏃の残片が出土している。蓋杯は身

と蓋がセットになり置かれている。提瓶は当初から口頸部

を欠いた状態で出土していた。尚，石室内掘り下げ中の排

土からもいくつか須恵器片が出土しているが，必ずしもこ

の主体部に伴うものではない。周溝からはあまり多くの遺

物は出土しなかった。ただ，周溝の南西側よ

り が１点出土している（Fig. ６０）。 は周

溝の上部より出土したもので，検出時は割れ

ていたが，ほぼ完形に復元できた（Fig. ６２）。

確実に SO０７に伴うものかは不明であるが，

周辺全体の古墳配置をみるとやはり SO０７に

伴うものと考える方が良いだろう。ただ，他

にこの周辺から須恵器等の遺物の出土はなく，

この が何らかの流れ込みにより混入したも

のである可能性までは否定できない。

出土遺物　石室内床面からは須恵器蓋杯２，

提瓶１，鉄鏃残片１が出土し，石室内の排土

中からは須恵器を中心としたいくつかの遺物

が出土した（Fig. ６１）。１～４は杯蓋である。

１と２，３と４がそれぞれセット関係にある。
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Fig. ５８　SO０７墳丘－主体部断面（１/１００）

Fig. ５９　主体部内遺物出土状況（１/４０）
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１・３は杯蓋である。共に口縁端部がわずかに段をなし，体部と天

井部の境には弱い段状をなしている。２・４は杯身である。立ち上

がりはやや短く直立気味であり，口縁端部は丸くおさめている。底

部には広い範囲に回転ヘラケズリを施す。５は提瓶である。口頸部

を欠損する。外器面には頸部，そして胴部に刺突文を施す。特に胴

部の刺突文は３重に巡らせている。胴部の側面には一部カキメ調整

の痕跡が残る。蓋杯３・４は袖部際から（Fig. ５９－１），蓋杯１・

２はその隣り（２）より出土している。５の提瓶の出土は最も玄室

中央よりとなる（３）。

　排土中からいくつか遺物が出土しているがここでは２点を図示し

た。６は杯蓋である。口縁端部は弱い段をなし，体部と天井部の境

にはわずかに段状のくぼみがある。甕等の口縁部片であろうか。中央に数条の浅い沈線が巡り，その上下

には波状文を施している。８は鉄鏃頸部片である。玄室奥壁側の左隅より出土している。

小結　SO０７は墳径５mを測る小形の円墳であり，主体部も小形の横穴式石室である。この横穴式石室で

も敷石を有することや主体部内に副葬須恵器を持っていたことは，他の古墳の状況と一致している。ただ，

この片袖様の石室構造は周辺においてもさほど類例のあるものでない（註）。小形であることに加えて，

SO０７の特殊性が現れているとでもいえようか。横穴式石室自体は他の古墳に比して，遺存状況がよいも

のであった。玄門部で閉塞し，通路部分に天井を持たない（前庭部を有する）という石室構造が判明した

ことは，不明な点が多い当古墳群内においても貴重なものであるといえる。時期に関していえば，主体部

内に置かれた蓋杯が遺物の中では古相を有し，TK１０型式期の特徴を示している。SO０７の築造時期もこの

段階に比定することができるだろう。

　ところで今回調査した古墳では，TK１０型式期に有羨道と無羨道の石室が混在しており，有羨道化の過

渡期がこの段階にあるようである。有羨道化のプロセスを解明する上でも，今回調査した古墳は良い資料

になりうるものといえる。この責はいずれ機会を改めて果たすことにしたい。

（註）周辺では類例として，羽根戸南古墳群 F－２号墳，金武古墳群吉武 L－２号墳，G－３号墳を挙げることができる。
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Fig. ６１　SO０７主体部内出土遺物（１/２，１/４，１/６）

Fig. ６２　SO０７周溝内出土遺物（１/４）
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SO０８

墳丘　墳丘東側を大きく削り取られて

いるが，残存部分をみれば，墳径９～

１１mを測る円墳であることが分かる

（Fig. ６３）。墳丘の周囲には周溝が巡っ

ている。破壊により不明な部分もある

が，おそらく古墳の周囲を全周してい

たのだろう。周溝は幅１．５～２．０m，深

さ２０～３０cmを測る。墳丘は削平を受

けており，盛土は残っていない。

主体部　南西方向（S－４０°－W）に

向かって開口する単室構造の横穴式石

室である（Fig. ６４）。石室の遺存状況

は良好で各壁体も５０～６０cmの石積み

を残している。玄室は長さ２．３m，幅

１．８～２．０mの長方形プランを呈する。

前壁幅に比べ奥壁幅が広く，主軸に対

して右側壁側は平行するのに対し，左
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側壁側は奥壁側へ向かってやや開き気味となる。各壁

の基底部にはやや大きめの石材を使用する。板状の石

材を立てて用いており，その上部には石材を横積みに

して壁体を組み上げている。奥壁には４石，左・右側

壁には６石ずつと，基底部には多くの石材を配してい

ることが特徴であるといえる。床面には敷石がある。

主として一辺３０cm程の大きめの石材を用いており，

小石の使用は部分的に認められるに過ぎない。敷石面

は１面のみである。前壁側では右袖部には２石，左袖

部には１石の基底石を配し，玄門部はやや左側に偏る。

玄門幅は７０cmを測り，これは羨道幅に比してわずか

に狭く，玄門袖部はやや内側へ突出している。

　玄門部からは１．５～１．７mほど石積み部分が延びる。

玄門部から１m程はしっかりとした石積みを行って

おり，この部分まで天井石が存在したのであろう。つまり羨道は１mほどのごく短いものを想定できる。

羨道部の石積みは玄室部分とは異なり，基底部に石材を横位に据えている。また玄室床面に比べて，羨道

床面はやや高く，墓道部分は入口側に向けてスロープ状に更に高くなっている。羨道部にはその途中と玄

門部とに２重の梱石を配する。第１梱石と第２梱石の間には敷石を施している。第２梱石は第１梱石に比

してかなり高く突出したものとなっている。尚，第２梱石の部分には閉塞石が一部残存していた（Fig. 

６５）。閉塞は第２梱石の先に塊石を使って行う。閉塞部分からの遺物出土はなく，追葬その他の痕跡もみ

ることはできなかった。

　最後に墳丘と主体部の構築状況についてみておくことにする（Fig. ６６）。先にも述べたように墳丘盛土

は残っていない。石室築造時の墓坑は５０～７０cmの深さが残っていた。これは基底部石上面の高さとほぼ

等しい。基底部より上部の石材積み上げには板状石材を小口積みしているが，この積み方を行う場合，墓

坑が基底材上面の高さを大きく超えることはないだろう。したがって，地山整形面に関しては，当時と現

況ではさほど大きな差はなかったものと考えられる。古墳の築造はまず，墓坑を掘り石室基底石を配した

後，石積みと同時に墳丘構築がなされていたことが分かる。なお，石室の主軸断面をみても石室内はすべ

て地山面に比して低い。
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Fig. ６５　SO０８主体部閉塞（１/４０）
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Fig. ６６　SO０８墳丘・主体部断面（１/１００）
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遺物出土状況　主体部内からは両袖部にまとまって遺物が検出できた（Fig. ６７）。両袖部に遺物のまとま

りがあり，それから中央部へと遺物が筋状に分布しているが，この部分の遺物は床面より浮いた状態にあ

り，両袖部隅より流れ出たものであることは明らかである。よって，主体部内の遺物は大きく各袖部に所

属する２群に分けることが適当であろう。そこで，右袖部の遺物群をA群，左側のそれをB群と呼ぶこと

にする。各袖部隅の遺物は床面直上に位置しており，ほぼ原位置を留めているものと考えて良いだろう。

A群からは，蓋杯（Fig. ６９），無蓋高杯（Fig. ７０－１），壷（２）短頸壷（３・４），土師椀（５），瓶類

（６・７）といった容器類，鉄鏃（Fig. ７１－６～１０），鎌

（１），刀子（１～３），馬具（４・５）などの鉄製品や耳

環（１１），玉類（１２～１７）等が出土し，B群には蓋杯（Fig. 

７０－８～１９），広口壷（２０）が含まれていた。数量の多さ，

そして種類の豊富さ共に A群が圧倒的であり，これは玄

門部が左側に偏し，右袖部が幅広になっていたことと無関

係ではないだろう。また，B群は須恵器蓋杯が大半を占め

ており，器種構成の上でも特徴的なものとなっている。

　周溝からは西側の一部に遺物の集中地点が存在した

（Fig. ６８）。須恵器が主体を占め，甕の他に蓋杯， が出土

している（Fig. ７２）。また，周溝中からは紡錘車が２点出

土している（Fig７２－２２・２３）。
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Fig. ６７　主体部内遺物出土状況（１/４０）
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Fig. ６９　SO０８主体部内出土遺物１（１/４０，１/６０）
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小結　SO０８は墳径９～１１mを測る円墳であり，主体部の横穴式石室は比較的良好に遺存していた。石室

構造をみれば，定型化した有羨道石室となっており，SO０２そして SO０６との共通性が指摘できる。SO０８の

築造年代については，まず良好な遺物の出土をみた主体部内出土遺物の検討から始めるべきであろう。主

体部内出土の須恵器の内，古相のものは TK１０型式期でも新しい段階に位置づけることができるだろう。

周溝出土遺物をみてもこの状況に変化はない。したがって，SO０８の築造年代を TK１０（新）型式期に位置

づけておきたい。今回調査した諸古墳もおおむね TK１０型式期に位置づけられるものであるが，この諸古

墳の中でも SO０８は若干新しい一群に含めて考えることができるのかもしれない。
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Fig. ７０　SO０８主体部内出土遺物２（１/４，１/６）
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Fig. ７１　SO０８主体部内出土遺物３（１/２，１/４）

Fig. ７２　SO０８周溝内出土遺物（１/２，１/４）



SO０９

墳丘　墳丘南側が大きく削平されており，全体は明らかではない。しかし，残存部分の状況を考えれば，

墳径９～１１mを測る円墳であると想定できるだろう（Fig. ７３）。墳丘の周囲には周溝が巡っている。北側

の周溝は掘り込みも明確に認識できたが，東側へ行くにつれて次第に浅くなり南東側では周溝の存在が確

認できなかった。Fig. ７３では周溝が全周する場合を想定して

の推定線を入れているが，次第に浅くなるという周溝の状況

を考えれば，本来この周溝は南東側の周溝が途切れる馬蹄形

を呈するものであった可能性も高い。周溝の幅は１．２～２m

程で，周溝北側の深さは１．２mを測る。SO０９においても墳丘

は削平されており，盛土は残っていない。

主体部　北西方向（S－１０９°－W）に開口する単室構造の

横穴式石室である（Fig. ７４）。各壁体とも４０～５０cm程の石積

みが残っており，石室の遺存状況は良い。玄室は長さ２．３m，

幅１．５mの長方形プランであり，右片袖を呈する。各壁の基

底部には大形の石材を横位に配し，その上に塊石積みを行う。

基底石上には各壁２～３段の石積みが残っている。基底部に

は奥壁３石，左・右側壁４石ずつの石材を使用する。玄室床

面には敷石を持つ。敷石は一辺２０cm程の石材を用い，全面
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に敷き詰めている。その隙間には小石をいくらか充填する。玄門部には敷石の上に塊石を数石２段積み上

げ，これを根石として，梱石状の大形石材を据える。筆者はこれを閉塞石ではなく，石室構造に伴うもの，

つまり仕切石として捉えている。この仕切石の外側にも塊石を数石置き，仕切石の更なる固定を図ってい

る。通路部分には１段の石積みしか存在していない。壁体の石積みとしては脆弱な配置を行っており，こ

の部分には天井石を架けることはなかったのだろう。つまり，SO０９主体部の横穴式石室は無羨道の横穴

式石室であった可能性が高い。右の袖部は内側に張り出すことなく，そのまま平坦に通路部分の壁面へと

続いている。玄門幅は０．８m程で，通路幅は０．７～０．８mを測る。通路部分はあまり開くことはなく，その

まま各壁が平行するように造られている。

　ここで，主体部と墳丘の状況についてみておくことにする（Fig. ７５）。先にも述べたように，墳丘は削

平を受け，盛土は残っていない。墓坑の掘り込みは現在深さ３０～６０cm程が残っている。この上面は現在

残っている石室石材の高さより少し下に位置している。今回調査した他の諸古墳では，基底石設置後の段

階に石室や墳丘構築上の一つの画期があったが，こ

の SO０９ではこれが該当しない。古墳墓坑内で既に

数段の石積みが行われているのであり，基底石上の

石積みのどこかが作業上の画期となるのだろう。

遺物出土状況　主体部内からは，須恵器のような容

器類の他，大刀，刀子，鉄鏃といった鉄製品，そし

て玉類が出土した（Fig. ７６）。この内，玉類は玄室

掘り下げ時の排土中からの出土である。遺物の出土

状況から，遺物を以下の４群に分けることにする。

Ａ群　玄室右袖部に置かれた一群

　　須恵器：短頸壷２，蓋２，提瓶２

　　鉄製品：無し

B群　玄室奥壁右側に置かれた一群

　　須恵器：蓋杯２

　　鉄製品：大刀，鉄鏃，刀子

C群　玄室前壁左隅に置かれた一群

　　須恵器：無し

　　鉄製品：鉄鏃

D群　玄室奥壁左側に置かれた一群

　　須恵器：横瓶

　　鉄製品：無し

 

― 56 ―

0 2m

46.5m
Ａ′ 

Ａ′ 
Ａ Ａ 

Fig. ７５　SO０９墳丘－主体部断面（１/１００）

Fig. ７６　SO０９主体部内遺物出土状況

0 1m

Ａ群 

Ｂ群 

Ｃ群 

Ｄ群 



― 57 ―

Fig. ７７　SO０９主体部出土遺物（１/２，１/４，１/６）
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　A群では蓋２に対し，身であ

る短頸壷が１しか存在しない。

A群の須恵器はいずれも配置が

乱れた状態にあり，若干移動し

ている可能性も考えることがで

きるだろう。そこで，B群の大

刀のそばにある短頸壷は A群

に伴うものとして考えておくことにしたい。D群の横瓶は床面から浮いた状態にあり，本来その位置に

あったのか，配置を考える上では若干の問題があるといえる。以上のように整理すると，右袖部前方には

瓶類，壷類を置き，右側壁にそって大刀，鉄鏃，刀子を並べ，その奥壁寄りには杯類を２つ並べるという，

基本的な配置をみることができる。また，C群（Fig. ７６－１０）や B群中にみる鉄製品のまとまりにも注意

を払うべきだろう。この配置をみれば頭位を奥壁側に置き，石室主軸と平行する形で遺体を安置するとい

う，室内使用のあり方が浮かび上がってくる。

出土遺物　主体部内出土の遺物は Fig. ７７に示した。１～４は蓋杯である。１・３の杯蓋は口縁部わずか

に段をなし，３は特に体部と天井部との境に沈線上のくぼみを有する。７・８は短頸壷であり，５・６は

その蓋であろう。５・６の口縁部はわずかに段をなし，７・８は胴部にカキメ調整，底部に回転ヘラケズ

リを施す。９・１０は提瓶，１１は横瓶である。１２～２１は鉄鏃である。１２は長頸鏃である。鏃身は片刃で刺逆

を有する。１３～１５は１２と同じ形式の鏃身部である。１８～２１は茎部を中心とした破片である。２２・２３は刀子。

２４は大刀である。全長８６．２mを測る。茎部には目釘孔が２つ認められる。２５・２６は小玉である。玄室掘り

下げ時の排土中より出土したものである。いずれもガラス製で，黄色を呈する。

　周溝内出土の遺物は Fig. ７８に示す２点のみを図示した。いずれも須恵器であり，１は甕口縁部，２は

壷等の底部である。

小結　SO０９は径９～１１mを測る円墳であり，主体部は片袖の横穴式石室である。片袖という石室形態は

九州全体をみても珍しいものである。主軸平行葬を採っているということも注目して良いだろう。また石

室形態だけでなく，その構築方法も今回調査した他の諸古墳と異なっている。そして，片刃鏃を主体とし

て副葬するという点も大きな相違点であり，この形式の鏃は SO０５に１点が認められるに過ぎない。九州

における横穴式石室は，基本的に玄室と通路等を区切る仕切状の石材を配する。そのため，SO０９石室玄

門部の大形石材を閉塞ではないと解釈したのであるが，これが仕切石であったとしても，この石材は敷石

上に造られているのであり，そもそも横穴式石室の重要な構成要素として石室構築段階（ひいては設計段

階）から考慮されている九州の仕切石とは明らかに異なるものである。この仕切石について，これ以上の

詮索は行わないが，SO０９主体部の特異性を象徴する要素としてここに挙げておくことにしたい。

　最後にSO０９の築造年代について述べることにする。これまでと同じように主として出土土器（須恵器）

をみることにより，この問題について考えることにする。主体部から出土した蓋杯は TK１０型式期に位置

づけることができるものであり，周溝出土の遺物の中にもこれを遡る資料はない。明確な羨道構造を持た

ない石室構造からもこの年代観は首肯される。よって，ここでは SO０９の築造年代を TK１０型式期と考え

ておきたい。他の諸古墳と大差ない年代でありながら，この違いは何を意味するのか，SO０９に対する評

価はまた機会を改めて行うことにしたい。
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Fig. ７８　SO０９周溝内出土遺物（１/４）



SO１５

墳丘　調査区の北東隅に存在する古墳であり，墳丘

の半ば近くを調査区外に持つ（Fig. ７９）。古墳の周

囲には周溝を有するが，調査範囲内にはその１／４

程が存在したに過ぎない。したがって，周溝の調査

も極めて限定的なものとなった。周溝は幅２．５～３

m，深さ７０～８０cmを測る。調査区内の周溝は円弧

を描いており，SO１５が円墳であることは確かであ

ろう。仮に主体部である横穴式石室（後述）の中心

を墳丘の中心と想定すれば，墳径は１５m程に復元で

きる。墳丘は削平が激しく，盛土はほとんど残って

いない（Fig. ８１）。

主体部　西方向（S－８９°－W）に開口する横穴式

石室である。墳丘削平の際，石室石積みの多くは失

われ，また右側壁側には用水路が通っていたため，
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Fig. ７９　SO１５墳丘（１/２００）

Fig. ８０　SO１５主体部（１/６０）



右側壁・奥壁は１石を残し失われていた。したがって，石

室壁体で石積みを残しているのは左側壁と玄門袖部および

前庭部石積みのみである。わずかに残った右側壁材及び右

袖部石材をみれば玄室幅は１m程と考えることができる

だろう。また，左側壁の状況をみれば長さは３．５m程に復

元できるだろうか。側壁にはかなり大形の石材を横位に配

しており，現状では１～２段分の石積みが残っている。玄

室床面には左袖部分を中心に敷石が残る。１辺２０～３０cm

ほどの大形石とやや小形の石材が重層的に分布している状

況が看取でき，２面の敷石面が存在した可能性がある。玄

門部には柱状石を立てて袖部となしている。左袖石は引き

倒されているが，梱石をみれば，玄門幅は６０cm程と考え

ることができるだろう。石室入口前には右側壁の状況をみ

る限り，「ハ」の字に開く前底部があったようだ。現在１

段分の石積みのみが残る。

遺物出土状況　主体部内からは敷石の遺存部分を中心に須

恵器や鉄製品等が散乱していた（Fig. ８２）。いずれも原位

置を留めるものではないだろう。また，周溝内からは，須

恵器を中心とした遺物が出土している（Fig. ８４）。

出土遺物　主体部内からは須恵器等の容器類の他，馬具，刀子といった鉄製品，玉類が出土している

（Fig. ８３）。１～１０の資料は石室床面，他のものは排土中の出土である。１～９，１１～２５は須恵器蓋杯であ

る。１０は土師器の杯。いわゆる模倣杯である。２８は短頸壷。２７は高坏脚部である。２６は 。２９～３１は轡の

残片。３２は鉄鎌，３３は鉄斧の刃部片，３４・３５は刀子，３６は鉄鏃である。３７・３８は小玉で，淡緑色を呈する。

周溝からも須恵器を中心とした容器類が出土した（Fig. ８４）。１は ，２は提瓶である。

小結　調査区隅で検出されたため，SO１５墳丘の全容を明らかにすることはできなかった。しかし，検出し

た周溝部分より復元すれば墳径１５m程の円墳とみなすことができる。主体部である横穴式石室は「ハ」の

字に開く前庭部を有し，強い長方形プランを呈するなど，初期横穴式石室の形態を強く留めるものである。

SO１５出土の須恵器は，古相のものでMT１５型式期の特徴を有している。これは石室構造とも矛盾するも

のではない。したがって，ここでは SO１５の築造時期をMT１５型式期と考えておくことにしたい。
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Fig. ８１　SO１５墳丘・主体部断面（１/１００）
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Fig. ８２　SO１５主体部内遺物出土状況（１/４０）
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Fig. ８３　SO１５主体部内出土遺物（１/２，１/４）

Fig. ８４　SO１５周溝内出土遺物（１/４，１/６）
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SO５３

墳丘　調査区北端で検出した古墳である

（Fig. ８５）。北側が破壊され古墳の大半は失わ

れている。主体部は無く，弧状に巡る溝を検

出したのみであったが，この溝が径９m程

の円形に復元できること，須恵器等多くの遺

物が溝内から検出されたことをみて，古墳

（SO５３）と判断した。SO５３の南東側には

SO０８が存在する。墳丘は削平されており，

周溝部分のみが遺存する（Fig. ８６）。周溝は

幅１．３～２m，深さ２０～３０cmを測る。

出土遺物　周溝からは須恵器を中心とした遺

物が出土した。１～９は蓋杯である。１０は 。

１１有蓋高坏で，透かしのない短脚を有する。

１２は短頸壷，１３は甕である。口頸部には波状

文を巡らす。

小結　周溝を部分的に検出したのみで，SO５３

の詳細は不明である。出土遺物をみれば，

TK１０（新）もしくは TK４３型式期に位置づ

けることができるだろう。
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Fig. ８６　SO５３墳丘断面（１/１００）
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Fig. ８７　SO５３周溝内出土遺物（１/４，１/６）



― 63 ―

48.0m

48.0m
49.0m

SB50

SK154

SB51

SB52

49
.0
m

49
.0
m

SK29

48.0m

47.5m

4

1 25 1

2

3

4

5

20cm0

10cm0

1m0

4m0

0 1m

0 10cm

Fig. ８８　その他の遺構（１/４，１/６，１/４０，１/１２０）



その他の遺構　以下では古墳の他，３区で検出した古墳時代以後の遺構について述べることにする（Fig. 

８８）。掘立柱建物は３棟検出している。時期は不明だが，おそらく中世頃に位置づけることのできるもの

だろう。SB５０は２×３間の建物で，東側に庇がつく。SB５１は２×３間の総柱建物であろうか。SB５２は１

×３間の建物になる可能性が高い。

　土坑は２基検出できた。SK１５４は平面が楕円形を呈し，長さ１．７m，最大幅０．８m，深さ４０cmを図る。内

部には完形の須恵器広口壷が納められており，土壙墓である可能性が高い。出土遺物である広口壷は口径

１０．３cm，頸部径８．６cm，器高１２．９cmを測る。外器面にはカキメ調整を施す。周辺の古墳と同時か，やや

新しい年代を想定できるだろう。SK２９は平面が隅丸の長方形を呈し，長さ２m，幅０．７～０．８m，深さ

２０cmを測る。内部からは４つの花崗岩礫の他，土師皿，椀，甕が出土している。１・２の土師皿はそれ

ぞれ口径９．２cm，１１．１cmを測り，底面はヘラ切り。３の椀は口径１２．３cm，器高３．８cmを測り，底面はヘ

ラ切り。４・５は甕である。両者とも外器面に煤の付着が著しい。４は粗い平行タタキの痕跡が認められ

る。出土遺物から，１０世紀の前半頃に位置づけられる。

その他の遺物　最後に古墳の周溝より出土した他時期の遺物について報告することにする（Fig. ８９）。１

はスクレイパーである。長さ７．１cm，幅４．８cm，厚さ０．９cmを測る。SO０６周溝より出土。２は用途不明の

石器である。長さ８．６cm，幅９．１cm，厚さ１．７cmを測る。SO０７周溝より出土。３はくぼみ石である。長さ

１０．３cm，幅８．８cm，最大厚４．７cmを測る。SO０６周溝より出土。
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Fig. ８９　その他の遺物（１/２）



３）５・６ a区
　５区は事業対象地内の西端に位

置する。南北約３０m，東西約６０m

の略三角形の範囲である（Fig. ９０）。

この東側に６区が続くが，同じ田

面の範囲であった幅約５m，長さ

約１５mの部分を６ a区として分離

し，ここでは合わせて報告する。

この範囲は調査前に水田であり，

南側に農道，北側に農業用水路が

設けられていた。５区の中央には

ほぼ東西方向に小谷地（SX０１）

があり，これを境に基盤土壌の差

異があった。南側の基盤は礫混じ

りのローム質粘土であり，古い扇

状地形成土であった。北側の基盤

は砂礫層であり，新しい扇状地形

成土である。中央の小谷地の形成

と埋没時期は明確でないが，下部

の砂礫層中から今山産玄武岩製の

太型蛤刃石斧（Fig. ９６－１６）が出

土し，埋没土中位を基底面とする

土坑 SK１１から古式土師器甕片

（（Fig. ９６－１５）が出土した。

これから弥生時代中期前半までは

流路が存在し，古墳時代前期には

埋没していたと考えられる。

SX０１を挟んで北側には古墳 SO０２，

SO０３，南側には SO０４がある。

SO０２の東側墳裾には土坑 SK０５～

０７があり，古墳に関連する遺物が

出土した。東端の SK１０は弥生時

代の遺構である。６ a区では弥生

時代の竪穴式住居 SC０４があり，

これを切る溝状遺構 SD０５は砂が

充満し須恵器甕片が出土した。ま

た SC０４が切る土坑 SK０７は縄文時

代早期の遺構であり，土器，石器

類が出土した。 

― 65 ―

Fig. ９０　５区・６ａ区全体図（１/３００）
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　SK０７（Fig. ９１～９４）

　　６ a区の竪穴式住居跡SC０４の東壁部にあり三

分の一ほどが切られている。当初は弥生時代の遺

構と推定していたが，遺構内からの遺物や埋土の

科学分析などを通じ縄文時代の遺構と判断した。

上部は住居とともに大きく削平を受けている。遺

構は基盤のローム質の礫混じり黄褐色粘質土に掘

り込まれている。規模は検出面で南北１．４m，東

西１．４mである。平面形態はほぼ円形であり，壁

面はせり出し，断面がフラスコ状を呈する。底面

には一部に基盤礫の突出もあるがほぼ平坦であり，

柱穴などはなかった。床面での規模は南北１．６m，

東西１．４５m，深さ０．５mを測る。遺構内の埋土は

上部が暗色粘質土，中～下位は茶褐色粘質土で

あった。遺物は上～中位には出土せず，床面上に

土器片，石器類，石数個が集中して出土した。

　出土遺物には土器類と石器類がある。石器には

剥片４点と両面加工石器１点がある。１～４は何れも黒耀石を素材とする砕片であり，折損が見られる。

１，３，４には自然面が残り，その特徴から針尾産に類似する円礫素材とみられ，分析結果と一致する。石

器，石核調整に伴なうものとみられる。５は黄橙色のアプライトを素材とする両面加工石器である。中央

で折損しているが，槍先形尖頭器か小型の石斧と考えられる。表面は風化が著しく剥離面の観察が困難で

ある。現状での大きさは長さ６．５cm，幅３．７cm，厚さ２．０cmである。

　出土した縄文土器は破片で１５０点程度である。接合及び個体識

別作業の結果，１１個体の縄文土器が確認された（Fig. ９３，９４）。

図化，報告し得ない破片の大半は概ね個体１～４に本来帰属す

るものと考えられる。以下，個体別に報告する。

　　個体１（１～５）は外面に口縁部付近では横方向に，胴部

付近からは右斜め方向に１段の撚糸文を施す。復元口径は

３８．０cmである。口縁部は直立し，胴部もまっすぐ立ち上がる。

底部は屈曲の度合いから判断すると，尖底になるものと考えら

れる。内面は棒状の工具による条痕調整で，上部は横方向，胴

部下半から斜方向に施す。個体２（６・７）は外面に右斜め方

向に１段の撚糸文を施す。復元口径は３０．１cmである。口縁部は

直立する。内面は棒状の工具による条痕調整。外面胴部下半に

煤が付着している。個体３（８～１０）は，胴部で，外面に右行

する１段の撚糸文を施す。８は内面に縦及び斜方向の条痕調整

を行うが，９・１０などからも顕著にナデが行われたことがわかる。

個体４（１１～１３）は，外面に細密な条痕調整を施した後，口縁

部から原体幅１．４cmで２段絡条体条痕を施す。胴部に近づくに

つれ，ナデ調整が顕著になる。個体４はひずみが著しく，判別
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Fig. ９２　SK０７出土遺物１（１/２）
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Fig. ９３　SK０７出土遺物２
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Fig. ９４　SK０７出土遺物３（１/４）
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が難しいが，内面調整工具の違いなどから，１１と１２・１３は別個体となる可能性もある。個体５（１４）は口

縁部が小波状を呈する。外面，内面とも絡条体条痕を施す。内面に凹凸がある。個体６（１５）は口縁部が

直立し，外面に絡条体条痕を施した後，ナデ調整を行う。内面もナデ調整。個体７（１６）は外面に絡条体

条痕を施し，内面にも条痕を施す。外，内面ともナデ調整が顕著である。個体８（１７）は胴部で外面に絡

条体条痕を施す。内面はナデ調整。個体９（１８・１９）はなだらかな波状気味の口縁部を有する。復元口径

は３１．６cmを測る。外面に絡条体条痕文を施すが，内面は撚糸文を施す。個体１０（２０）は厚さが１．６cmで，

口縁部はないが，器形は円筒で，底部は小さな平底になるものと考えられる。他の個体と比べて異質で，

政所式ないしは中原式に該当する可能性が高く，当遺跡の３区を中心とする包含層から出土している円筒

形の土器とも類似している。個体１１（２１・２２）は内外面に横方向に条痕調整を施す。以上，浦江遺跡６ a

区 SK０７から出土した土器群は撚糸文土器３個体，絡条体条痕文土器５個体，外面絡条体条痕＋内面撚糸

文土器１個体，円筒形土器１個体，条痕文土器１個体とバラエティに富む。出土状況の一括性は高く，焼

成，胎土に１mm以上の砂粒，石英を含むこと等，個体１０・１１を除き，概ね似通っており，撚糸文と絡条

体条痕文の近縁性を個体９は示しており，近い時期の土器群と考えられる。ただし，破片が個体１～４な

どは大きいものの，例えば個体８のように極端に小さい個体が存在することには注意が必要である。浦江

遺跡 SK０７出土の土器群は，底部が存在しないものの，胴部の屈曲等から尖底の器形と考えられ，小波状

口縁（個体５），内面施文（個体９）が存在することや，胎土，焼成などから松木田遺跡の土器群と近い

関係であることがわかる。しかし，口縁部端部が

くびれる松木田遺跡に対し，SK０７ではほぼ直立す

る。外面の撚糸文の施文が松木田遺跡では明瞭な

ものが目立つが，SK０７では明瞭でなく，撚糸・

絡条体施文後，ナデ調整を行っている。また

SK０７では絡条体条痕文が主体を占め，内面の調

整は主に棒状工具で行うことなど，相違点も目立

つ。何より，松木田，浦江の両遺跡において，そ

れぞれの土器群がまとまって出土している。こう

したことから両者に時期差等を考える必要があろ

う。（土器は遠部慎担当）

　SC０４（Fig. ９５～９６）

　６ a区にある円形の竪穴式住居であり，北側三

分の一は調査区外に延びる。一度の建て替えがあ

り中心軸が西に移動している。西側の壁溝は一次

住居に伴なうものである。現状での規模は東西

１．６m，南北４．０mである。上部は削平され床面ま

で１０cm前後の深さが残る。床面はほぼ平坦であ

る床状の薄層があった。主柱は６本柱であり，中

央に長さ１．５m，幅０．９mの平面楕円形の土坑があ

る。内面は熱変していないが，埋土は焼土，炭化

物含層が互層をなし，炉と推定した。土坑の両脇

には小穴が土坑が，柱穴周辺に貼あり，数回の切

り合いがある。いわゆる「松菊里型」住居に類似
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 Fig. ９５　SC０４実測図（１/６０）
住居内の数字は Fig. ９６に一致する
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Fig. ９６　SC０４・その他の弥生時代遺物（１/４）
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する。本住居からは二次住居床面上にまとまった遺物が出土した（Fig. ９６）。遺物には土器と石器があり，

土器には甕（１～３・７），壺（４・５・８），鉢（６），器台（９・１０）がある。器台は中央土坑から出

土しており，炉内での使用が推定される。石器には砥石（１１）がある。これらの遺物は弥生時代後期初頭

に位置づけられる。

　SO０２（Fig. ９７～１００）

　５区西端にあり，水田床土直下で周溝底面と主体部である石室床面を検出した。

　墳丘は，地山面まで削平され全て失われる。周溝底は南～東側が深さ０．１m程度残されていた。これか

ら推定すると周溝底内側で直径１０m前後の規模と見られる。主体部は，西南西に開口する横穴式石室であ

る。墳丘と共に基底部まで削平され，腰石と石室内床面の一部を残すのみであった。石材抜跡などから本

来の石室規模は全長約３．５m，石室は長さ２．１m，奥壁幅２．０m，羨門側幅１．７mと判断できた。羨道は短く

約１．４mとみられた。床面の敷石は羨道一面，石室二面ある。下部の第１面は羨道より１０cm低い。敷石第

１面は左壁側に大きな石で幅０．７mの棺床状の範囲を造り，その他は小さな円礫を敷いている。第２面は

羨道と同じ高さとなり，全面に同様の石を敷いている。出土遺物は石室内外にあり，石室内では床面に須

恵器，装身具，武具，馬具があった。装身具のうち耳環は近接して２点ずつセットであったが，玉類は広

範囲に散らばって出土した。武具のうち刀と馬具は近接して西隅から出土した。石室外では石室掘方内と
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Fig. ９７　２号墳（SO０２）石室実測図，遺物出土状況図（１/６０，１/４０）
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Fig. ９８　SO０２出土遺物１　その他
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Fig. １００　SO０２出土遺物３
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周溝内に須恵器，土師器があった。また周溝外の SK５・７から出土した須恵器類も型式的特徴から本古

墳関連遺物と見られる。

　遺物のうち供献品には須恵器，土師器類がある。石室掘方内から須恵器，土師器，石室内から須恵器，

周溝内から須恵器が出土した。その時期は掘方内と石室出土のうち古相が小田富士雄編年によるⅢ A新

段階，石室内中相と SK０７がⅢ B段階，石室出土新相がⅣ～Ⅴ段階である。

　副葬品には装身具，武具，馬具類がある。装身具（Fig. ９９）には玉類と耳環があり，玉類は親玉の硬玉

製勾玉（１）と碧玉製管玉（２～１７），水晶製切子玉（１８～２３），瑪瑙製丸玉（２４・２５），ガラス製丸玉

（２６～１１１），ガラス製小玉（１１２～１６８）がある。小玉には通常の青～緑色以外に赤色（１５５～１６３），黄色

（１６４～１６８）がある。耳環は６点出土し，２点ずつのセットと見られた。

　武具（Fig. １００）には鉄刀（１～３），鉄鏃（４～１０），鉄鉾（１３・１４），刀装具（１１・１２），刀子（１７～

１９），弓金具（１５・１６）がある。馬具には銅鈴（２２），銅製 具（２３），轡（鏡板（２４），銜（２５・２７），引

手（２８・２９），遊環（２６）），鐙（兵庫鎖（３０））がある。轡は２組が推定され，復元した轡は捻りのある引

手や鏡板の特徴から初葬時の副葬品と考えられる。他に石室内から鉄滓２点（２０・２１）が出土した。

　SO０３

　５区北端にあり，周溝の一部を検出した。主体部は調査区外北側にあり，隣地には石室石材とみられる

大石が点在していた事から主体部は横穴式石室であったと推定される。墳丘規模は不明であるが，遺存す

る周溝の円周から復元すると直形約２０mの規模と考えられる。周溝内や石室推定地付近の地表で須恵器や

土師器があった。須恵器には坏類（４０～４２）， （４３），甕（４４・４５），土師器には高坏（４６）がある。こ

れらはⅢ B～Ⅳ段階とみられる。

　SO０４

　５区東端にあり削平が著しい。墳丘や主体部は失われ，東側周溝底の一部を検出した。周溝の円周から

復元すると直形約９mの規模と考えられる。周溝内から少量の遺物が出土した。遺物には須恵器坏（４７），

甕（４８）などがあり，Ⅲ A段階とみられた。
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表２　土器観察表（Fig. ９３・９４に対応）
器厚色調文様及び調整個体

備　考焼成胎　　土（cm）内　面外　面内　　面外　　面部　位番号
良好石英，斜長石，白粒子，金色雲

母を含む。
１．０～１．３灰黄

（２．５Y７/２）
灰黄
（２．５Y６/２）

横・斜方向の棒状工具
による条痕・ナデ調整

横・斜方向の撚糸
文・ナデ調整

口縁部個体１１

良好石英，斜長石，白粒子，金色雲
母を含む。

１．２～１．４灰黄
（２．５Y７/２）

灰黄
（２．５Y６/２）

横・斜方向の棒状工具
による条痕・ナデ調整

横・斜方向の撚糸
文・ナデ調整

胴部個体１２

良好石英，斜長石，白粒子，金色雲
母を含む。

１．３灰黄
（２．５Y７/２）

灰黄
（２．５Y６/２）

横方向の棒状工具によ
る条痕・ナデ調整

横方向の撚糸文・
ナデ調整

口縁部付近個体１３

良好石英，斜長石，白粒子，金色雲
母を含む。

１．３～１．４灰黄
（２．５Y７/２）

灰黄
（２．５Y６/２）

横方向の棒状工具によ
る条痕・ナデ調整

斜方向の撚糸文・
ナデ調整

胴部下半個体１４

良好石英，斜長石，白粒子，金色雲
母を含む。

１．２～１．４灰黄
（２．５Y７/２）

灰黄
（２．５Y６/２）

横・斜方向の棒状工具
による条痕・ナデ調整

斜方向の撚糸文・
ナデ調整

胴部下半個体１５

良好石英，斜長石，白粒子，金色雲
母を含む。

１．１～１．４灰褐
（１０YR６/２）

にぶい褐
（７．５YR５/４）

横方向の棒状工具によ
る条痕・ナデ調整

斜方向の撚糸文・
ナデ調整

口縁部個体２６

良好石英，斜長石，白粒子，金色雲
母を含む。

１．１～１．２灰褐
（１０YR６/２）

にぶい褐
（７．５YR５/４）

横方向の棒状工具によ
る条痕・ナデ調整

横方向の撚糸文・
ナデ調整

口縁部個体２７

良好石英，斜長石，白粒子を含む。１．１～１．２灰褐
（７．５YR５/２）

橙
（７．５YR７/６）

横・斜方向の棒状工具
による条痕・ナデ調整

横・斜方向の撚糸
文・ナデ調整

胴部下半個体３８

良好石英，斜長石，白粒子を含む。１．３～１．４灰褐
（７．５YR５/２）

橙
（７．５YR７/６）

横・斜方向の棒状工具
による条痕・ナデ調整

横方向の撚糸文・
ナデ調整

胴部個体３９

良好石英，斜長石，白粒子を含む。１．４灰褐
（７．５YR５/２）

橙
（７．５YR７/６）

ナデ調整横方向の撚糸文・
ナデ調整

胴部個体３１０

取り上げの際の歪
みが著しい

良好石英，斜長石，白粒子を含む。１．２～１．３灰黄
（２．５Y６/２）

黄灰
（２．５Y６/１）

横方向の棒状工具によ
る条痕・ナデ調整

横方向の絡条体条
痕・ナデ調整

口縁部個体４１１

取り上げの際の歪
みが著しい

良好石英，斜長石，白粒子を含む。１．２～１．４灰黄
（２．５Y６/２）

黄灰
（２．５Y６/１）

横・斜方向の棒状工具
による条痕・ナデ調整

横方向の絡条体条
痕・ナデ調整

胴部個体４１２

良好石英，斜長石，白粒子を含む。１．１～１．２にぶい黄橙
（１０YR６/３）

にぶい黄橙
（１０YR７/３）

横・斜方向の棒状工具
による条痕・ナデ調整

横方向の絡条体条
痕・ナデ調整

底部付近個体４１３

内面下部に斜方向
の細い調整痕あり

良好石英，斜長石，白粒子，金色雲
母を含む。

１．１灰黄
（２．５Y７/２）

灰黄
（２．５Y６/２）

横方向の棒状工具によ
る条痕・ナデ調整

横方向の絡条体条
痕・ナデ調整

口縁部個体５１４

良好石英，斜長石，白粒子を含む。１にぶい赤褐
（５YR５/４）

灰黄
（２．５Y６/１）

ナデ調整横方向の絡条体条
痕・ナデ調整

口縁部個体６１５

良好石英，斜長石，白粒子，金色雲
母を含む。

１．１～１．２灰黄褐
（１０YR６/２）

にぶい褐
（７．５YR５/４）

ナデ調整横・斜方向の絡条
体条痕・ナデ調整

口縁部付近個体７１６

良好石英，斜長石，白粒子，赤粒子
を含む。

１．１橙
（２．５YR６/６）

橙
（５YR６/８）

ナデ調整斜方向の絡条体条
痕・ナデ調整

胴部個体８１７

良好石英，斜長石，白粒子，赤粒子
を含む。

１．１～１．２橙
（２．５YR６/６）

橙
（５YR６/８）

横方向への撚糸文・ナ
デ調整

横・斜方向の絡条
体条痕・ナデ調整

口縁部個体９１８

良好石英，斜長石，白粒子，赤粒子
を含む。

１橙
（２．５YR６/６）

橙
（５YR６/８）

ナデ調整横方向の絡条体条
痕・ナデ調整

胴部個体９１９

良好角閃石，石英，斜長石，白粒子
を含む。

１．７灰褐
（５YR５/２）

橙
（５YR７/８）

ナデ調整ナデ調整　　底部付近個体１０２０

良好石英，斜長石，白粒子，赤粒子
を含む。

１．２橙
（５YR６/６）

明赤褐
（２．５YR５/６）

条痕調整条痕調整胴部個体１１２１

良好石英，斜長石，白粒子，赤粒子
を含む。

１．２橙
（５YR６/６）

明赤褐
（２．５YR５/６）

条痕調整条痕調整胴部個体１１２２



― 76 ―

４．科学的分析
１）年代測定 ２）石材同定

金武ほ場整備に伴う浦江遺跡群第５次調査の自然科学分

析報告（放射性炭素年代測定）

 パリノ・サーヴェイ株式会社　

１．試料

　試料は，袋状貯蔵穴に類似する土坑（SK０７）底部付

近から採取された土壌試料１点および炭化材片である。

その直上からは，縄文時代早期に比定される土器が出土

しており，土坑使用時あるいは遺棄・廃棄直後のものと

考えられる。これら試料について，土壌試料を対象に花

粉分析・植物珪酸体分析・微細遺物分析を実施し，炭化

材片については，任意に抽出した炭化材３片を対象に放

射性炭素年代測定を実施する。

２．分析方法

　測定は，株式会社加速器分析研究所の協力を得ている。

なお，炭化材片は，いずれも微細であり，比較的遺存状

況の良好な試料を抽出したが，いずれも微量であった。

そのため，加速器質量分析（AMS）法を実施する。放

射性炭素の半減期は，LIBBYの半減期５５６８年を使用す

る。なお，分析試料とした炭化材については，樹種同定

を行い試料の由来について調査する。

３．結果

　結果を表３に示す。測定の結果，３試料は，９３５０～

９５８０BPとほぼ類似した年代値が得られた。

　なお，表中に示したδ１３Ｃの値は，加速器を用いて試

料炭素中の１３Ｃ濃度（１３Ｃ /１２Ｃ）を測定し，標準試料

PDB（白亜紀のベレムナイト類の化石）の測定値を基準

として，それからのずれを計算し，千分偏差（‰：パー

ミル）で表したものである。今回の試料の年代値は，こ

の値に基づいて補正した年代である。

４．考察

　放射性炭素年代測定の結果，土坑底部付近から採取さ

れた針葉樹の炭化材３点は，９３５０～９５８０BPとほぼ類似

した年代値（補正年代）が得られた。この年代値は土坑

使用時，あるいは遺棄・廃棄直後の年代の可能性がある。

キーリ・武藤（１９８２）や谷口（２００１）らによれば，今回得ら

れた年代値は縄文時代早期頃に相当し，出土遺物から推

測されている年代観と調和する。

 

浦江遺跡出土黒曜石の蛍光Ｘ線分析による産地同定

 佐賀大学文化教育学部　　角縁　進　

　出土した黒曜石４試料について，蛍光Ｘ線分析による

産地同定をおこなった。測定は佐賀大学文化教育学部の

波長分散型蛍光Ｘ線分析装置（日本電子製 JSX－６０S７）

を使用し，蒸留水中で超音波洗浄された各試料について，

角縁・宇都宮（２００３）にしたがい非破壊により各元素の特

性Ｘ線強度を測定した。分析結果を表４に示す。　測定

された Rb，Sr，Zrの３元素のＸ線強度について百分率

を求め，三角図にプロットした（Fig. １０１の黒丸）。同図

には比較のために北部九州内の黒曜石原産地の化学組成

範囲もプロットしてある。今回測定をおこなった４試料

はいずれも類似した化学組成を有しており Fig. １０１では

狭い範囲に集中してプロットされる。この値は針尾島か

ら産出する黒曜石の化学組成の範囲（Fig. １０１の点線の

領域）にプロットされている。針尾島産の黒曜石は針尾

島内の産地によりいくつかのグループに分かれるが，今

回の黒曜石は針尾中町から産出する黒曜石の化学組成に

最も近い。以上の結果から，今回分析した黒曜石はいず

れも針尾島産であると同定される。
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角縁　進・宇都宮　恵（２００３），蛍光Ｘ線分析による黒曜石の産地

同定（２）．佐賀大学文化教育学部研究論文集，vol．７，No．２，４７－５８．

表３　放射性炭素年代測定結果

Code．No測定年代
（BP）

δ１３C
（‰）

補正年代
（BP）試料の種類試料採取

位　　置遺構

IAAA－３０４３６９４６０±５０－１７．５０±１．４４９５８０±６０炭化材（針葉樹）
土坑底部
付　　近SK０７ IAAA－３０４３７９２９０±５０－１９．８５±０．７６９３８０±５０炭化材（針葉樹）

IAAA－３０４３８９２２０±５０－１６．７１±１．１８９３５０±６０炭化材（針葉樹）

注１）年代値：１９５０年を基点とし，何年であるかを示した値。
注２）誤差：標準偏差（ONE　SIGMA）に相当する年代。
注４）δ１３C：試料炭素の１３C/１２C原子比を加速器で測定し，標準に PDBを用いて同様に

算出した値。

表４　分析結果
４．６５．１５．８４．８Nb（％）
４１．５３９．５４０．８３９．５Zr
１０．８１１．９９．７１１．８Y
１４．２１３．２１４．０１３．４Sr
２８．９３０．３２９．８３０．６Rb
０．３２５０．３９００．４１３０．３５９Nb/Sr
２．９２３２．９８８２．９１１２．９５５Zr/Sr
０．７６００．８９９０．６８９０．８８０Y/Sr
２．０３３２．２９６２．１２４２．２９４Rb/Sr
３４．１３６．５３５．２３６．７Rb（％）
１６．８１５．９１６．６１６．０Sr
４９．１４７．５４８．２４７．３Zr

Fig. １０１　Rb-Sr-Zr強度比
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１１ ２２

３３ ４４
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１１ ２２

３３ ４４

５５ ６６
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５�SO０３主体部敷石２（北から） ６�SO０３主体部完掘状況（北から）
７�SO０３遺物出土状況１（北東から） ８�SO０３遺物出土状況２（南から）

１１ ２２

３３ ４４

５５ ６６
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１�SO０６古墳全景（西から） ２�SO０６周溝内遺物出土状況（北西から）
３�SO０７古墳全景（南から） ４�SO０７主体部全景１（上から）
５�SO０７主体部全景２（北から） ６�SO０７主体部玄門部１（南から）
７�SO０７主体部玄門部２（北から） ８�SO０７主体部入口右側壁（西から）

１１ ２２

３３ ４４

５５ ６６

７７ ８８
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１�SO０７主体部入口左側壁（東から） ２�SO０７主体部閉塞１（南から）
３�SO０７主体部閉塞２（東から） ４�SO０７主体部完掘状況１（南から）
５�SO０７主体部完掘状況２（北から） ６�SO０７主体部完掘状況（西から）
７�SO０７主体部内遺物出土状況１（北から） ８�SO０７主体部内遺物出土状況２（北西から）

１１ ２２

３３ ４４

５５ ６６

７７ ８８
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１�SO０８古墳全景（南西から） ２�SO０８主体部全景１（南西から）
３�SO０８主体部奥壁（南西から） ４�SO０８主体部全景２（北東から）
５�SO０８主体部右側壁（北から） ６�SO０８主体部玄門部（北東から）
７�SO０８主体部閉塞（南西から） ８�SO０８主体部敷石（北西から）

１１ ２２

３３ ４４

５５ ６６

７７ ８８
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１�SO０８主体部完掘状況（南東から） ２�SO０８周溝内遺物出土状況（南から）
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７�SO０９主体部全景１（西から） ８�SO０９主体部全景２（東から）

１１ ２２

３３ ４４

５５ ６６

７７ ８８
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１１ ２２

３３ ４４

５５ ６６

７７ ８８
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１�SO５３全景（西から） ２�SO５３遺物出土状況（西から）
３�SO１５古墳全景（東から） ４�SO１５主体部全景１（東から）
５�SO１５主体部全景２（西から） ６�SO１５主体部完掘状況（南から）
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